
活力ある東大阪の創造へ邁進活力ある東大阪の創造へ邁進活活力力ああるる東東大大阪阪のの創創造造へへ邁邁進進
ままいい しし んん

計
画
の
構
成

基
本
的
な
考
え
方

部門別計画

行財政編

市市
でで
はは
、、
平平
成成
２２５５
年年
度度
をを

初初
年年
度度
とと
しし
たた
３３
かか
年年
をを
計計

画画
期期
間間
とと
すす
るる
「「
第第
２２
次次
実実

施施
計計
画画
」」
をを
ここ
のの
ほほ
どど
策策
定定

しし
まま
しし
たた
。。平平
成成
２２５５
年年
度度
はは
、、

第第
１１
次次
実実
施施
計計
画画
のの
最最
終終
年年

度度
にに
ああ
たた
りり
まま
すす
がが
、、
計計
画画

内内
容容
をを
現現
時時
点点
でで
見見
直直
しし
てて

いい
まま
すす
。。

将将
来来
都都
市市
像像
でで
ああ
るる
「「
夢夢

とと
活活
力力
ああ
ふふ
れれ
るる
元元
気気
都都
市市

・・
東東
大大
阪阪
」」
のの
実実
現現
にに
向向
けけ

てて
、、
具具
体体
的的
なな
実実
施施
方方
針針
やや

事事
業業
なな
どど
をを
総総
合合
的的
にに
推推
進進

しし
てて
いい
きき
まま
すす
。。

平平
成成
３３２２
年年
をを
目目
標標
年年
次次
とと
すす
るる

第第
２２
次次
総総
合合
計計
画画
基基
本本
構構
想想
をを

平平
成成
１１５５
年年
にに
定定
めめ
、、
将将
来来
都都
市市

像像
のの
実実
現現
にに
向向
けけ
てて
、、
まま
ちち
づづ

くく
りり
をを
進進
めめ
てて
いい
まま
すす
。。
ここ
のの

基基
本本
構構
想想
のの
もも
とと
、、
平平
成成
２２２２
年年

にに
後後
期期
基基
本本
計計
画画
をを
策策
定定
しし
てて

いい
まま
すす

第
２
次
実
施
計
画
は
、「
総
論
」

「
部
門
別
計
画
」「
地
域
別
計
画
」

「
行
財
政
編
」
の
４
編
で
構
成

し
て
い
ま
す
。

総
論
で
は
、
計
画
の
目
的
な

ど
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、

部
門
別
計
画
で
は
、
後
期
基
本

計
画
の
５
つ
の
施
策
体
系
に
沿

っ
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

地
域
別
計
画
で
は
、
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
個
性
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市

域
を
７
つ
の
地
域
（
Ａ
〜
Ｇ
）

に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

住
民
が
考
え
る
�
め
ざ
す
地
域

の
姿
�
と
そ
の
実
現
の
た
め
の

取
組
み
の
方
向
性
を
定
め
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
行
財
政
編
で
は
、
市

役
所
の
財
政
力
と
行
政
力
を
高

め
、
部
門
別
・
地
域
別
計
画
に

示
し
た
事
業
を
確
実
に
進
め
て

い
く
た
め
の
取
組
み
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。

第
２
次
実
施
計
画
は
、
後
期

基
本
計
画
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」「
市
民
自

治
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
沿
っ
た

施
策
や
事
業
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、第
２
次
実
施
計
画
は
、

次
の
内
容
に
留
意
し
て
策
定
し

て
い
ま
す
。

■
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
推
進

に
重
点

「
活
力
あ
る
東
大
阪
の
創
造
」

に
向
け
、「
三
つ
の
改
革
・
再
生
」

と
「
五
つ
の
基
本
政
策
」
を
柱

と
す
る「
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

に
該
当
す
る
事
業
を
重
点
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

■
市
民
生
活
の
安
全
安
心
を
確

保
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
や
災

害
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
な

ど
を
踏
ま
え
、
市
民
生
活
の
安

全
安
心
の
確
保
を
図
る
事
業
を

重
点
的
に
進
め
ま
す
。

■
「
住
み
た
い
ま
ち
」「
住
み
続

け
た
い
ま
ち
」
の
実
現

「
住
み
た
い
ま
ち
」「
住
み
続

け
た
い
ま
ち
」
の
実
現
を
め
ざ

し
、
子
育
て
、
教
育
、
福
祉
、

健
康
、
環
境
、
都
市
基
盤
整
備

な
ど
各
種
施
策
を
総
合
的
に
進

め
ま
す
。

■
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進

市
民
と
行
政
が
協
働
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、と
も
に
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇

◇

第
２
次
実
施
計
画
は
、
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
。
ま
た
、

４
月
１５
日
�
か
ら
市
役
所
本
庁

舎
１
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、市
立

図
書
館
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

企
画
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
０
１
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
６

第２次実施計画のおもな事業を後

期基本計画の５つの施策体系と行財

政編に沿って紹介します。

【市民が主体となったまちづくり】
�市民協働による地域別計画の推

進 �（仮称）地域まちづくり協議会
の設置（まちづくり意見交換会の開

催） �地域担当職員の配置 �地
域まちづくり活動助成事業 �ＮＰ
Ｏ等活動基盤強化事業 �人権啓発
促進事業 �男女共同参画推進事業
【市民文化を育むまちづくり】
�公共施設再編整備事業 �学び
のトライアル事業 �学校園サポー
ト事業 �中学校給食の実施 �小
中学校耐震化事業 �小学校の暑さ
対策施設整備事業 �学校トイレ洋
式化事業 �ラグビーワールドカッ
プ２０１９近鉄花園ラグビー場誘致事業

【健康と市民福祉のまちづくり】
�健康増進事業 �地域子育て支
援センター整備事業 �子ども医療
費助成事業 �母子保健事業 �子
ども・子育て支援事業計画の策定

�民間保育所施設整備補助事業 �
地域支え合い体制づくり �障害者
虐待の防止 �新障害児者支援拠点

施設整備事業
ひら

【活力ある産業社会を切り拓くま
ちづくり】
�東大阪デザインプロジェクト事
業 �高付加価値化支援事業 �国
内外販路拡大事業 �地域密着型支
援事業 �住工共生のまちづくり事
業 �若年者等就業支援事業 �消
費生活相談事業

【安全で住みよいまちづくり】
�防災情報通信ネットワーク事業
�防犯灯・防犯カメラ設置費補助事
業 �消防署建替え事業 �救急隊
整備事業 �市有建築物の計画的な
耐震化促進 �貯留浸透事業 �公
園整備事業 �市営住宅整備事業
�震災対策推進事業 �大阪外環状
線鉄道新駅設置事業 �近鉄奈良線
連続立体交差事業 �橋りょう修繕
・補強事業 �（仮称）ごみのない
きれいなまちをつくる条例の制定事

業 �新工場建設事業（ごみ処理施
設）

�新集中改革プランの実行 �外
郭団体の見直しを計画的に推進 �
職員パワーアップ人事政策の推進

�未収金特別対策事業

２まちづくり活動・環境の改善活動を応援

３パスポート窓口を開設しています

４・５ 保健所・センターだより

６・７ 公共施設マネジメントへの
意見を募集

■人 口：506，908人
■世帯数：218，687世帯（平成25年3月1日現在）

将将
来来
都都
市市
像像��
元元
気気
都都
市市
��のの
実実
現現
へへ

平平成成２２５５年年度度かからら３３年年間間のの取取組組みみ～～第第２２次次実実施施計計画画をを策策定定

もくじ
■発行日：平成25年（2013年）4月15日

毎月2回発行（1日・15日）

４月１５日号
No.１，０１８

■発行：東大阪市市長公室広報広聴室広報課 〒577―8521東大阪市荒本北1丁目1番1号
■電話：06（4309）3000 ■ＦＡＸ：06（4309）3821 ■ウェブサイト http://www.city.higashiosaka.lg.jp/

お も な 事 業 計 画

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す



ま
ち
づ
く
り
活
動

地
域
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

し
て
い
る
団
体
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

◇
助
成
対
象

次
の
す
べ
て

に
当
て
は
ま
る
団
体

▽
市
内

に
活
動
拠
点
が
あ
り
、
構
成
員

の
過
半
数
が
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
（
い
ず
れ
か
）

▽
非

営
利
の
公
益
的
な
活
動
を
し
て

い
る

▽
会
則
な
ど
を
定
め
て

い
る

▽
企
画
し
た
事
業
の
完

了
ま
で
遂
行
で
き
る

◇
助
成
内
容
・
事
業

▽
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
助
成
（
上
限
１０

万
円
）
�
立
ち
上
げ
て
５
年
以

内
の
団
体
が
行
う
ま
ち
づ
く
り

の
き
っ
か
け
と
な
る
事
業

▽

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
助
成
（
上
限

４０
万
円
・
対
象
経
費
の
８
割
以

内
）�
お
お
む
ね
５
年
程
度
の
活

動
経
験
が
あ
る
団
体
が
活
動
を

拡
大
し
た
り
充
実
さ
せ
た
り
す

る
た
め
の
事
業

▽
ジ
ャ
ン
プ

ア
ッ
プ
助
成
（
上
限
１
０
０
万

円
・
対
象
経
費
の
５
割
以
内
）�

住
民
や
企
業
な
ど
複
数
の
団
体

が
協
働
し
な
が
ら
行
い
、
市
全

体
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
な
事

業

▽
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド

調
査
研
究
助
成（
上
限
５０
万
円
・

対
象
経
費
の
８
割
以
内
）�
来
年

度
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
助

成
に
申
請
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

な
ど
の
調
査
研
究
事
業

▽
ま

ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
助
成（
上
限

５
０
０
万
円
）
�
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
施
設
や

空
間
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業

※
ほ
か
の
公
的
な
助
成
を
受

け
て
い
な
い
な
ど
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。

◇
申
請
方
法

事
前
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
５
月
７

日
�
ま
で
に
直
接

※
手
引
き
や
申
込
書
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動

支
援
課
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
も
配
布
。

◇
申
請
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
市
民
活
動
支
援
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
３
５
０
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
１
２

環
境
の
改
善
活
動

市
民
団
体
な
ど
が
行
う
環
境

に
関
す
る
活
動
に
対
し
、
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

◇
対
象
事
業

�
公
共
的
な

施
設
に
事
業
者
団
体
な
ど
が
太

陽
光
発
電
設
備
な
ど
の
環
境
に

配
慮
し
た
設
備
を
設
置
す
る
事

業

�
市
内
の
保
育
所
、
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
が
単
独
で
行

う
（
市
立
は
除
く
）
ま
た
は
住

民
な
ど
と
協
働
で
行
う
環
境
教

育
事
業

�
市
民
団
体
、
事
業

者
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
環
境

啓
発
イ
ベ
ン
ト
や
河
川
浄
化
活

動
な
ど
の
事
業

※
個
人
や
企
業
の
単
独
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
補
助
金
額
・
募
集
件
数

▽
�
上
限
５０
万
円
（
対
象
経
費

の
２
分
の
１
以
内
）
�
２
件
程

度

▽
�
�
１
団
体
２０
万
円
以

内
�
１０
件
程
度

◇
申
請
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
５
月
１
日
�

〜
６
月
１４
日
�
に
直
接

※
申
請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

環
境
企
画
課
で
も
配
布
。

寄
付
に
ご
協
力
を

こ
の
基
金
に
ご
賛
同
い
た
だ

け
る
方
の
寄
付
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
（
税
制
上
の
優
遇
措
置

あ
り
）
。
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◇

◇

◇
申
請
・
問
合
せ
先

環
境

企
画
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
９
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
８

ま
ち
づ
く
り
活
動
や
環
境
の
改
善

活
動
に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
制
度
を
活
用
し
、
魅
力
あ

る
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

平
成
２４
年
度
の
豊
か
な
環
境
創
造
基
金
を

活
用
し
た
６
つ
の
団
体
に
よ
る
成
果
発
表
会

を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

４
月
２０
日
�
午
前
１０
時
〜
正
午

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
１８
階
研
修
室

◇
定
員

３０
人
（
当
日
先
着
順
）

◇
問
合
せ
先

環
境
企
画
課

地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
金

と
豊
か
な
環
境
創
造
基
金
の
概
要

を
説
明
し
ま
す
。

◇
と
き

４
月
２０
日
�
午
後
１

時
〜
２
時（
地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動

助
成
金
の
み
）、４
月
２５
日
�
午
後

７
時
〜
８
時
３０
分（
合
同
説
明
会
）

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
１８

階
研
修
室

◇
問
合
せ
先

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市

民
活
動
支
援
課

▽
環
境
企
画
課

市
で
は
、
公
的
融
資
な
ど
を

望
む
市
内
事
業
者
の
た
め
の
金

融
相
談
窓
口
を
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
・
コ
ア
東
大
阪
北
館
内
に
開

設
し
て
い
ま
す
。
事
業
継
続
の

た
め
の
運
転
資
金
や
設
備
資
金

な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
窓
口
の
業
務
内
容

▽
大
阪
府
保
証
協
会
の
保
証
付

き
公
的
融
資
の
申
込
み
に
か
か

る
認
定
書
の
発
行

▽
東
大
阪

市
小
規
模
企
業
融
資
制
度
の
申

込
受
付

▽
公
的
融
資
全
般
に

か
か
る
相
談

▽
そ
の
他
資
金

繰
り
全
般
に
か
か
る
相
談

【
中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化

相
談
窓
口
を
設
置
】

金
融
庁
や
近
畿
財
務
局
で
は
、

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
が
平

成
２５
年
３
月
３１
日
で
期
限
を
迎

え
た
こ
と
に
伴
い
、
中
小
企
業

等
金
融
円
滑
化
相
談
窓
口
を
設

け
て
い
ま
す
。

◇
相
談
窓
口

▽
近
畿
財
務

局

０
６
（
６
９
４
９
）
６
５

３
０

▽
金
融
庁
金
融
円
滑
化

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

０
５
７
０
―

０
６
７
７
５
５
ま
た
は
０
３

（
５
２
５
１
）
７
７
５
５

※
く
わ
し
く
は
金
融
庁
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（h

ttp���w
w
w
.

fs
a
.g
o
.jp�n

ew
s�2
4�g

in
k
o
u�2
0
1
3
0
2
2
2 �
1
a
.

h
tm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
小
規
模
企
業
融
資
制
度
】

市
で
は
、
市
内
で
事
業
を
営

む
方
が
、
事
業
に
必
要
な
資
金

（
運
転
・
設
備
）
を
金
融
機
関

か
ら
借
入
れ
で
き
る
よ
う
に
、

大
阪
府
中
小
企
業
信
用
保
証
協

あ
っ
せ
ん

会
の
保
証
を
付
け
、
斡
旋
し
て

い
ま
す
。

◇
融
資
対
象

市
内
で
６
か

月
以
上
同
一
事
業
を
継
続
し
て

営
ん
で
い
る
従
業
員
２０
人
以
下

（
小
売
業
・
卸
売
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
５
人
以
下
）の
法
人
、個
人

◇
融
資
限
度
額

１
２
５
０

万
円
（
既
存
の
保
証
協
会
の
保

証
付
融
資
残
高
を
含
め
て
１
２

５
０
万
円
以
内
）

◇
返
済
期
間

８４
か
月
以
内

（
据
置
期
間
は
６
か
月
以
内
）

◇
利
率

０
・
８
％
（
平
成

２５
年
４
月
１
日
現
在
）

※
担
保
は
原
則
不
要
。
利
率

は
金
融
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ

り
変
わ
る
場
合
あ
り
。

◇
信
用
保
証
料
率

０
・
５

％
〜
２
・
２
％
（
大
阪
府
中
小

企
業
信
用
保
証
協
会
の
定
め
る

料
率
）

※
連
帯
保
証
人
は
、
法
人
の

場
合
は
代
表
者
の
み
、
個
人
の

場
合
は
原
則
不
要
。

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

経

済
総
務
課
分
室

０
６
（
６
７

４
８
）７
２
７
５
、�
０
６（
４
３

０
９
）
２
３
０
３

大
阪
府
内
在
住
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
加
入
者
に
は
、
４

月
下
旬
に「
健
康
診
査
受
診
券
」

を
発
送
し
ま
す
（
年
度
途
中
に

７５
歳
に
な
る
方
は
、
誕
生
月
の

翌
月
に
順
次
発
送
）。

受
診
券
が
届
き
ま
し
た
ら
、

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
、

年
度
に
１
回
無
料
で
健
康
診
査

を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
診
の
際
は
、
事
前
に
医
療
機

関
に
予
約
の
う
え
、
受
診
券
と

保
険
証
（
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
）
を
窓
口
で
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方

は
、
病
院
や
施
設
に
お
い
て
健

康
管
理
が
図
ら
れ
る
た
め
、
健

康
診
査
の
対
象
か
ら
除
い
て
い

ま
す
。

▽
病
院
ま
た
は
診
療

所
に
６
か
月
以
上
継
続
し
て
入

院
中
の
方

▽
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
障
害
者
支
援
施
設
な

ど
、
施
設
に
入
所
ま
た
は
入
居

し
て
い
る
方

※
退
院
・
退
所
し
た
な
ど
事

情
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
受

診
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

▽
大
阪
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付

課

０
６
（
４
７
９
０
）
２
０

３
１
、
�
０
６
（
４
７
９
０
）

２
０
３
０

▽
医
療
保
険
室
保

険
管
理
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
０
５
１
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

平
成
２４
年
度
の
国
民
健
康
保

険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
、

至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

納
付
が
困
難
な
方
は
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

平
日
に
市
役
所
本
庁
舎
で
の

相
談
が
困
難
な
方
は
、
休
日
・

夜
間
・
出
張
納
付
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
来
所
の
み
）。

な
お
、
相
談
に
は
保
険
料
決

定
通
知
書
（
納
付
書
）
な
ど
、

通
知
書
番
号
ま
た
は
被
保
険
者

番
号
が
わ
か
る
も
の
と
印
鑑
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
休
日
・
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
休
日
�
４
月
２７

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、

２８
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

▽
夜
間
�
４
月
２５
日
�
・
２６
日

�
午
後
５
時
３０
分
〜
８
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎

２
階
医
療
保
険
室
保
険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

４
月
２６
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

夢
広
場
（
布
施

駅
前
）◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

金融（融資）相談窓口

魅力ある地域づくりを

ま
ち
づ
く
り
活
動
・
環
境
の
改
善
活
動
を
応
援

気軽にご相談を

市内事業者のための

助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成
でででででででででででで
新新新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたたたた
なななななななななななな
一一一一一一一一一一一一
歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
をををををををををををを
踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏踏
みみみみみみみみみみみみ
出出出出出出出出出出出出
そそそそそそそそそそそそ
うううううううううううう

地域まちづくり活動助成金
豊かな環境創造基金

合同説明会

平成２４年度豊かな環境創造基金を活用し
て設置されたミスト装置で涼む園児たち

成果発表会

豊かな環境創造
基 金 活 用 団 体

納め忘れはありませんか

国民健康保険・後期高齢者医療保険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

健
康
診
査
受
診
券
を

４
月
下
旬
に
発
送

（２）平成２５年４月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り

http://www.fsa.go.jp/news/24/ginkou/20130222-1a.html
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市
内
の
福
祉
関
係
機
関
が
分

野
を
超
え
て
集
ま
り
、
地
域
の

福
祉
に
関
す
る
課
題
を
共
有
し

解
決
を
め
ざ
す
「
地
域
福
祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
会
議
」
が
３

月
１７
日
、
夢
広
場（
布
施
駅
前
）

で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
で
は
平
成
２０
年
に
「
地
域

福
祉
計
画
」
を
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
「
地
域
福
祉
活
動

計
画
」
を
策
定
し
、
地
域
に
お

け
る
「
共
助
」
の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地

域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
会

議
は
、
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
、
高
齢
・
障
害
・

児
童
な
ど
各
分
野
で
構
築
さ
れ

て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
横
断

的
に
連
携
・
共
有
し
、
課
題
解

決
に
つ
な
げ
て
も
ら
お
う
と
、

市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
開

催
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
市
内
７
つ
の
リ

ー
ジ
ョ
ン
ご
と
に
高
齢
者
福
祉
、

障
害
者
福
祉
、
児
童
福
祉
に
携

わ
る
施
設
関
係
者
を
は
じ
め
、

地
域
の
福
祉
委
員
や
民
生
委
員
、

自
治
会
長
の
皆
さ
ん
約
６０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
本
市
地
域
福
祉

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
り
大
阪

教
育
大
学
准
教
授
の
新
崎
国
広

さ
ん
が
基
調
講
演
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
福
祉
関
係
機
関
の
連
携
で

問
題
を
解
決
す
る
地
域
福
祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
と
意
義

を
訴
え
ま
し
た
。
続
い
て
、
７

つ
の
リ
ー
ジ
ョ
ン
に
分
か
れ
て

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
む
福
祉
活

動
や
課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
し
ま
し
た
。

専
門
分
野
の
垣

根
を
越
え
て
横
断

的
に
情
報
交
換
す

る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
制
度
の
狭
間

で
支
援
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
人
た

ち
に
対
す
る
解
決

の
糸
口
を
見
出
し

た
り
、
活
動
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
共
有
し

た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
会
議
は
、

地
域
の
福
祉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
強
化
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
の
構
築
に
つ
な
が

る
試
み
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
回
の
会
議
を
企
画
し
た
市

と
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

今
後
、
地
域
別
の
会
議
を
定
期

的
に
開
催
し
、
連
携
の
成
果
な

ど
の
検
証
内
容
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
次
の「
地
域
福
祉
計
画
」

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

【
市
で
取
り
扱
う
業
務
】

▽
一
般
旅
券
の
申
請
受
付（
新

規
、
切
替
新
規
、
記
載
事
項
の

訂
正
、
旅
券
査
証
欄
の
増
補
）

▽
一
般
旅
券
の
交
付
（
本
市
で

申
請
を
行
っ
た
旅
券
の
み
）

▽
そ
の
他
（
紛
失
、
焼
失
の
届

お
よ
び
返
納
旅
券
の
受
理
）

【
申
請
受
付
・
交
付
時
間
】

▽
申
請
受
付
時
間
�
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
３０
分

▽
交
付

時
間
�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

３０
分※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
。

【
申
請
に
必
要
な
書
類
】

▽
新
規
申
請
�
一
般
旅
券
発

給
申
請
書
、
戸
籍
全
部
事
項
証

明
書
（
戸
籍
謄
本
）
ま
た
は
戸

籍
個
人
事
項
証
明
書
（
戸
籍
抄

本
）、
写
真
１
枚（
６
か
月
以
内

に
写
し
た
規
格
に
あ
っ
た
も

の
）、本
人
確
認
書
類

▽
切
替

新
規
申
請
�
一
般
旅
券
発
給
申

請
書
、
残
存
有
効
期
間
が
１
年

未
満
の
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
１

枚
（
６
か
月
以
内
に
写
し
た
規

格
に
あ
っ
た
も
の
）

※
居
所
申
請
に
は
別
途
必
要

書
類
が
あ
り
ま
す
。
一
般
旅
券

発
給
申
請
書
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ナ
ー
で
も
配
布
。
市
役
所
本

庁
舎
１
階
に
証
明
写
真
用
の
写

真
撮
影
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

現
在
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち
の

方
は
有
効
期
限
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
】

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
年
齢
に
関

わ
ら
ず
本
人
に
の
み
交
付
し
ま

す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
引
換
書
と
手

数
料
（
収
入
印
紙
、
大
阪
府
証

紙
）
を
持
っ
て
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
手
数
料
】

申
請
の
種
類
と
手
数
料

は
表
の
と
お
り
で
す
。

※
収
入
印
紙
と
大
阪
府

証
紙
は
市
役
所
本
庁
舎
５

階
の
自
動
販
売
機
で
販
売

し
て
い
ま
す
（
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
３０
分
。
土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）。

【
申
請
か
ら
パ
ス
ポ
ー

ト
交
付
ま
で
の
所
要
日
数
】

▽
新
規
・
切
替
新
規
�

申
請
日
よ
り
１０
日
目
以
降

▽
記
載
事
項
の
訂
正
�
申

請
日
よ
り
７
日
目
以
降

▽
旅
券
査
証
欄
の
増
補
�
申
請

日
よ
り
６
日
目
以
降

※
所
要
日
数
に
は
、
土
・
日

曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
含

み
ま
せ
ん
。
不
備
が
あ
る
と
、

さ
ら
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
。

◇

◇

な
る
べ
く
日
程
に
余
裕
を
も

っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
日
か
ら
６
か
月
以
内

に
受
取
り
が
な
い
場
合
は
無
効

と
な
り
ま
す
。

◇
申
請
・
問
合
せ
先

市
パ

ス
ポ
ー
ト
窓
口

０
６
（
４
３

０
９
）３
３
１
３
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
５
２

市内に住民登録のある日本国籍の方（居
所申請の場合を除く）を対象にパスポートの
申請受付・交付窓口を市役所本庁舎５階に
開設しています。ぜひ、ご利用ください。

市役所本庁舎の一部窓口業務の開設

を４月２７日�午前９時から正午まで実
施します。

手続きの際には、運転免許証やパス

ポート、健康保険証など本人が確認で

きる書類をご持参ください。他市町村

や警察署への確認などが必要な場合は、

取扱いができないことや手続きが完了

しないことがありますので、くわしく

は担当課へお問合せください。

なお、平日だけでなく土曜開庁時に

も３か国語（英語、韓国・朝鮮語、中

国語）での通訳業務を行っています。

開設日時 ４月２７日�午前９時～正
午 開設場所 市役所本庁舎２階・３階

取 扱 業 務

【住民関係】
�戸籍届、住民異動届、印鑑登録な
どの届出や住民票、印鑑証明などの各

種証明書交付など

■問合せ先 市民課 ０６（４３０９）３１７２、

�０６（４３０９）３８０４
【国民健康保険・後期高齢者医療保

険関係】
�加入・脱退・変更の申請や各種療
養費の給付申請、保険料の納付・相談

など

■問合せ先 �医療保険室資格給付

課 ０６（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４
�医療保険室保険料課 ０６（４３０９）３１６８、

�０６（４３０９）３８０７
【医療助成関係】
�子どもや障害者などの医療費助成
にかかる医療証の申請および療養費の

申請など

■問合せ先 医療助成課 ０６（４３０９）

３１６６、�０６（４３０９）３８０５
【児童手当などの関係】
�児童手当や児童扶養手当などの申
請

■問合せ先 国民年金課 ０６（４３０９）

３１６５、�０６（４３０９）３８０５
【市税関係】
�市税の各種証明書発行や納付・相
談・申告受付・申請受付・閲覧・届出、

原動機付自転車および小型特殊自動車

の登録・廃車

■問合せ先 �税制課 ０６（４３０９）

３１３１、�０６（４３０９）３８１０ �市民税課
０６（４３０９）３１３５、�０６（４３０９）３８０９ �
固定資産税課 ０６（４３０９）３１４３～３１４４、

�０６（４３０９）３８１１ �納税課 ０６（４３０９）

３１４７～３１５２、�０６（４３０９）３８０８
◇ ◇

■窓口開設にかかる問合せ先 政策

調整室 ０６（４３０９）３０１６、�０６（４３０９）
３８４７

メ
タ
ボ
予
防
や
健
康
増
進

の
た
め
に
始
め
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

５
月
２７
日
〜
７

月
２９
日
の
月
曜
日
午
前
９
時

１５
分
〜
正
午
（
７
月
１５
日
を

除
く
計
９
日
間
）

◇
と
こ
ろ

東
大
阪
ア
リ

ー
ナ
（
初
回
は
西
保
健
セ
ン

タ
ー
、
最
終
回
は
市
民
会
館

第
１
会
議
室
）

◇
対
象

東
大
阪
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
で
、
特
定

健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を

受
診
し
た
６８
歳
以
下
の
初
参

加
者※

心
疾
患
の
方
（
以
前
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方

を
含
む
）
お
よ
び
血
圧

が
１
６
０
／
９５
�
Hg
以

上
の
方
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
。

◇
定
員

３０
人
（
抽

選
）◇

内
容

プ
ー
ル
内

で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ア
ク

ア
ビ
ク
ス

※
ロ
ッ
カ
ー
代
が
必
要
。

◇
申
込
方
法

教
室
名
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
５
月
２
日
�
ま

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
（
直
接
も
可
）

◇
申
込
み
先

西
保
健
セ

ン
タ
ー

０
６（
６
７
８
８
）

０
０
８
５
、
�
０
６
（
６
７

８
８
）
２
９
１
６

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
保
険
管
理
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
０
５
１
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

（表）申請の種類と手数料

合計

１６，０００円

１１，０００円

６，０００円

９００円

２，５００円

大阪府証紙

２，０００円

２，０００円

２，０００円

２００円

５００円

収入印紙

１４，０００円

９，０００円

４，０００円

７００円

２，０００円

申請の種類

１０年旅券

５年旅券
（申請時１２歳以上）

５年旅券
（申請時１２歳未満）

記載事項の訂正

査証欄の増補

国
保
加
入
者
が
対
象

市役所本庁舎５階に開設しています

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ スススススススススススススススススススススス ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト 窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓 口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
市で申請・交付が可能です

リージョンごとのグループワークでは
分野を超えた情報交換が行われました

分
野
を
超
え
て
課
題
解
決
へ

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
会
議
を
開
催

第４土曜日に開設市役所本庁舎の
一部窓口業務

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年４月１５日（３）
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定員がある催しもあります。料金表

示のないものは無料。くわしくは問合

せ先へ。

ビアハウス音楽ライブ
�時４月２６日�午後７時～８時�所あい

も文化交流会館（御厨中１）�料３００円
�申�問フェロピアノハーモニック協会「宮
本」０８０（６２１９）７９６４

カードリーディング・カウンセリング
カードを利用して１人ずつお話を聞

きます。�時４月２７日�午後１時～９時、
５月７日�午後６時～９時�所市民会館
�対女性�料５００円�申�問河原０８０（４３９１）４０８０
骨盤体操と筋力アップで体力づくり
�時４月１７日�・５月１５日�・６月１９
日�午前１０時～１１時３０分�所小阪公民分
館�対中高年の方�申�問骨盤体操「吉村」
０９０（３３５２）８０７８

子ども囲碁大会
�時５月１９日�午前１０時～午後５時�所
大阪商業大学�対小・中学生�料５００円�申
�問囲碁サロン布施０６（６７８１）４０７１（�
兼用）

フラワーアレンジ作品展
�時４月２７日�午前１１時～午後５時、

２８日�午前１０時～午後５時、２９日�午
前１０時～午後４時�所市民美術センター
�問HANA-MIDOアレンジメント「御
堂」０９０（８５３０）５３５６

生駒山麓の春の夕べ
�時４月２４日�午後６時～�所市民ふれ
あいホール�内河内音頭�問枚岡の自然と
文化を大事にする懇話会「徳畑」０９０

（２３８８）７６７２

長田の里～コミュニティー祭り
�時４月２８日�午前１０時～午後３時�内

屋台、ビンゴ大会、ドッグショーなど

�所�問介護老人保健施設長田の里（長田
東１）０６（６７８８）８１９２

カラオケ交流会
�時４月２７日�午後２時～４時３０分�所

東公民館�料２００円�申�問あすか同好会「田
中」０９０（６０６３）９００２

東大阪高知県人会
�時５月１９日�正午～午後３時�所ユト

リート東大阪�料男性６，０００円、女性５，０００
円�申�問橋田０６（６７２１）８４５９

歌唱指導者育成校
�時５月１１日�午後２時～４時・午後
７時～９時�所ホテルセイリュウ（上石
切町１）�申希望時間と音楽関係の履歴を
電話またはファクスで�申�問ＮＰＯ法人
歌唱指導者育成校０７２（９６４）０６１６（�
兼用）

山池のジュンサイなど水草を調べよう
�時６月２３日�（小雨決行）☆近鉄生

駒駅中央改札口に午前９時集合、グリ

ーンガーデンひらおかで午後４時ごろ

解散�対１０�歩ける方�料一般３００円、子ど
も１００円�持弁当、飲み物、雨具、長袖、
長ズボン�申�問枚岡ネイチャークラブ「飛
田」０６（６７８１）０４６５

マレットゴルフ教室
�時４月２１日�午前１０時～正午�所源氏
ヶ丘コース�申�問ＮＰＯ法人大阪府マレ
ットゴルフ協会「林田」０９０（５０１４）１２０９、

�０６（６７２２）０５４０
ベーチェット病友の会
地域交流会と年金相談

�時４月２１日�午後１時～４時�所高井
田障害者センター�問東大阪難病者連絡
会「遠田」０７４３（７９）２１８８

上達する写真教室
�時４月１７日�・１８日�または５月９
日�・１６日�午後６時～８時�所ユトリ
ート東大阪※料金はお問合せください

�申�問松居０６（６７２３）４４３７（�兼用）

高森信子講演会
「親なき後を『親ある今』考えよう」

精神障害者の家族のための講演です。

�時５月２６日�午後１時～４時�所�問医療
法人聖和錦秀会阪本病院（西上小阪）

０６（６７２１）０３４４

津軽三味線・沖縄三線・民謡発表会
�時４月２１日�午後１時～５時�所市民
会館�問井上邦楽会０６（６７８９）９２００
東大阪リトルリーグ硬式野球見学会
�時４月２０日�・２１日�午前９時～午
後４時�所大阪産業大学グラウンド※体
験練習可（土・日曜日・祝日午前９時

～。水・金曜日は水走グラウンドで午

後６時３０分～）�問日高０９０（９６９４）５８１４
生涯学習セミナー

�時５月２２日�・２３日�午後６時５０分
～９時５分（計２日間）�所イコーラム
（男女共同参画センター）�料２，０００円
�申�問東大阪モラロジー事務所０６（４３０８）
６５６５、�０６（４３０８）６６０６

お～るど映画とお茶の会
�時�内４月２９日�	午後１時～２時３０
分
キング・コング	午後３時～５時
３０分
地上最大のショウ�料６００円�所�申
�問あいも文化交流会館（御厨中１）０６
（６７８２）３５６６

東日本大震災復興支援
チャリティーコンサート

�時５月３日�午前１１時～午後６時�内
市内と近隣市の大学・高校・中学校な

どの吹奏楽団による演奏�所�問近畿大学
吹奏楽部０６（６７２１）９２６０（�兼用）

みんなのヨーガ
�時５月２９日�午前１０時～正午・午後
６時～８時�所くすのきプラザ（若江岩
田駅前）�料１，０００円�申�問宮口０８０（６２０８）
３４６３

昔なつかしいふるさとの歌
�時４月２３日�・５月１４日�・６月１１
日�午前１１時～正午�所ユトリート東大
阪�料１，０００円�持飲み物�申�問宮本０６（６７４７）
９３４５

新感覚のハワイアンエクササイズ体験
�時４月２０日�午前１０時～１１時３０分�所
やまなみプラザ（四条）�対１８歳以上の
女性�申ファクスで�申�問東０９０（３９７７）９３７０、
�０７２（９８４）６０１０
アロマお掃除スプレー作り＆
初めてのカラーセラピー体験

�時４月２７日�午前１０時～正午�所イコ
ーラム（男女共同参画センター）�対女
性�料２，５００円�申電話またはＥメールで
�申�問RAINBOW MESSAGE「大花」

０８０（８５２７）１８６８、�rainbow_sophy
@yahoo.co.jp

地図の見方を枚岡で学ぼう
�時５月２５日�☆午前１０時に枚岡神社

鳥居下集合、午後３時解散（小雨決行）

�持弁当、飲み物、雨具、筆記用具�問八
尾自然楽校「平山」０９０（７３６３）７４７４

家族の集い（東大阪断酒会）
�時５月１１日�午後２時～４時�所高井
田障害者センター�料１００円�問オラシオン
相談支援センター０６（６７３０）９８９８

登校拒否を克服する会
�時４月２１日�・６月２３日�午後１時
～５時�所市民会館�料５００円�問東大阪登校
拒否を克服する会０６（４３０９）００４３

南京玉すだれ教室
�時４月２４日�・５月８日�・２２日�
午後１時～３時�所市民会館�対２０歳以上
の方�料１回１，０００円�申�問恵比須げんき会
「村上」０６（６７８２）８４６８（�兼用）

ふたごの教室

�時�所�内	５月８日�午前１０時～１１時
１５分、中保健センター
楽しい絵本の
読み聞かせ 	１７日�午前１０時～１１時、
東保健センター
子育てを語ろう 	
２２日�午前１０時～１１時３０分、西保健セ
ンター
ママのティータイム �対市内
在住のふたご、みつごを妊娠・出産し

ている方とその子ども ※初参加者は

前日までに要申込み。

�問東・中・西保健センター

おもしろ健康楽会

�時４月１８日～９月１９日の第３木曜日
午後１時３０分～３時３０分（計６日間）

�定２０人（申込先着順） �内簡単カロリ
ー計算、体内年齢測定、運動実技、血

液検査結果の見方など �持筆記用具
�所�申�問中保健センター

ぜん息児のための親子体操教室
ハッピーママのリフレッシュ

�時５月１６日～来年３月１３日の木曜日
午後２時３０分～４時（月１回で計１１日

間） �所くすのきプラザ（若江岩田駅
前） �対ぜん息やアレルギーのある市内
在住の４歳～６歳の未就学児とその保

護者 �定２０組（申込先着順） �内ボディ
ワーカーや実技指導員による親子遊び、

グループカウンセリング、医師による

学習会、個別相談 ※未就学児の保育

あり（要申込み）。 �申申込書に必要事項
を書いて４月１５日�～３０日�に直接
※申込書は保健センターで配布。

�申�問	東・中・西保健センター 	
健康づくり課

プレパパ・プレママの会

�時５月２７日�午後１時３０分～４時
�対市内在住の妊婦とそのパートナー
�内赤ちゃんのお風呂の入れ方など �持
母子健康手帳

�所�申�問東保健センター

２種混合（ジフテリア・破傷風）
追加接種を受けましょう

免疫効果の低下を防ぐため、１１歳～

１３歳未満（１３歳の誕生日の前々日まで）

に２種混合（ジフテリア・破傷風）の

追加接種（１回）を受けましょう。幼

児期に３種混合（百日せき・ジフテリ

ア・破傷風）または２種混合（ジフテ

リア・破傷風）の予防接種第１期を完

了した方が対象です。

接種費用は無料です。接種当日は母

子健康手帳を持参してください。市内

の予防接種取扱医療機関に予約のうえ、

接種を受けましょう。予防接種取扱医

療機関は市ウェブサイトをご覧いただ

くか、お問合せください。

�問	健康づくり課 	東・中・西保
健センター

食の安全を確保するために
食品衛生監視指導計画を策定

市では、食品衛生の監視指導を通し

て市民の食の安全を確保するため、「平

成２５年度食品衛生監視指導計画」を策

定し、４月１日から実施しています。

同計画は、市ウェブサイトと食品衛生

課でご覧になれます。

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�０７２
（９６０）３８０７

国の助成制度の改正により、４月

１日から特定不妊治療の助成額が一

部変更となっています。

【特定不妊治療費の一部を助成】
市では、指定医療機関で実施した

特定不妊治療の費用のうち医療保険

が適用されない治療費の一部を助成

しています。

ただし、夫婦合算した前年（１月

～５月申請は前々年）の所得が７３０万

円未満の方に限ります。 助成回数
初年度は３回まで、２年目以降は年

度ごとに２回まで（通算５年間で１０

回まで）

【助成額を一部変更】
４月１日から、特定不妊治療（体

外受精、顕微授精）のうち治療ステ

ージ「Ｃ」および「Ｆ」の助成額が、

上限１５万円から上限７万５，０００円に変

更となっています（表参照）。治療が

終了した日（※１）が、平成２５年４

月１日以降の場合、治療開始日が平

成２４年度中であっても変更後の助成

額になります。

※１ 治療が終了した日とは、医

師による妊娠判定検査を行った時点、

またはその時点に至るまでに医師の

判断でやむを得ず治療を中断した時

点となります。

◇ ◇

�問	健康づくり課 	東・中・西
保健センター

１回の治療に対する
助成上限額（※２）

１５万円

１５万円

７万５，０００円

１５万円

１５万円

７万５，０００円

※２ 平成２５年４月１日以降。

治療内容

はい

新鮮胚移植を実施

凍結胚移植を実施

�

�

採卵・受精後、母体の状態を整えるために
１周期～３周期の間隔をあけて胚移植を行
うとの当初からの治療方針に基づくもの

�
�
�

以前に凍結した胚を解凍して胚移植を実施

体調不良などにより移植のめどが立たず治療
終了

受精できず、または胚の分割停止、変性、多
精子受精などの異常受精などにより中止

採卵したが卵が得られない、または状態のよ
い卵が得られないため中止

治療ス
テージ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

助成額を一部変更
特定不妊治療

（４）平成２５年４月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り

mailto:rainbow_sophy@yahoo.co.jp


※番号をよく確認のうえ、かけ間違いのないよう
　にお願いします。車での来場はご遠慮ください
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ダニが媒介する感染症に注意�

野山、草むら、河川敷などには、病

原体を持ったマダニ類が生息している

ことがあります。

ウイルスや細菌などを保有している
か

ダニに咬まれると重症熱性血小板減少

症候群（ＳＦＴＳ）や日本紅斑熱、つ

つが虫病などを発症する恐れがありま

す。

これらの感染症を予防するために、

ダニが生息しそうな場所に出かけると

きは次のことに注意しましょう。 �
長袖、長ズボン、手袋、長靴などを着

用する �直接地面に座ったり寝転ん
よ

だりしない �虫除け剤を使用する
もし、野外でダニに咬まれ、数日後

に発熱などの症状が現れたら、速やか

に医療機関を受診してください。

�問�環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�
０７２（９６０）３８０７ �健康づくり課

ぜん息児のための水泳教室

心肺機能を高め、運動誘発ぜん息を

減らしましょう。 �時６月１日～７月
１３日の土曜日午後１時３０分～３時３０分

・午後２時３０分～４時３０分（各計７日

間） �所東大阪アリーナ �対市内在住
の小学校２年生～６年生の気管支ぜん

息児 �定各５０人（抽選） ※ロッカー

代が必要。 �申申込書に必要事項を書
いて４月１５日�～２２日�に直接 ※申

込書は保健センターで配布。参加者は

後日主治医の参加推薦書が必要。

�申�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課

食スキルアップ講座

�時５月８日�・２２日�・６月６日�
・７月３日�・１０日�午前１０時～正午
（計５日間） �所東保健センター �対全
日程参加できる市内在住の２０歳代～４０

歳代の方 �定２４人（申込先着順） �内
食生活やダイエットに関する話、調理

実習 �料１，０００円 �持筆記用具 �申講座
名、住所、氏名、年齢、電話番号をＥ

メールで（電話、ファクスも可）

�申�問健康づくり課 �kenkodukur
i@city.higashiosaka.lg.jp

糖尿病食事学習会

�時４月２５日�午前１０時３０分～午後２
時３０分 �対血糖値が気になる方 �定２４
人（申込先着順） �内調理実習「いつ
ものお惣菜をたっぷり低カロリーに～

春野菜編」、ミニ講話 �料７００円 �持エ
プロン、三角巾、手ふき、筆記用具

�申講座名、住所、氏名、電話番号を電
話またはファクスで（直接も可）

�所�申�問中保健センター

マタニティクラス

�時�所�内�５月１７日�・２４日�午後１
時３０分～４時、西保健センター�栄養
士や助産師の話 �５月２１日�午後１
時３０分～３時３０分、東保健センター�
赤ちゃんとの生活の話など �５月２１
日�午後１時３０分～４時、中保健セン
ター�赤ちゃんとの生活の話など �対
市内在住のおおむね妊娠１６週以降の妊

婦 �持母子健康手帳
�申�問東・中・西保健センター

マタニティ歯科健診

�時�所�５月２７日��中保健センター
�３０日��西保健センター ※時間は

申込時に伝えます。 �対市内在住のお
おむね妊娠１６週以降の妊婦 �定各１５人
（申込先着順） �持母子健康手帳
�申�問中・西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�５月１日�午前９時２０分～１０
時３０分、１４日�午後１時～２時１０分�
中保健センター �５月２日�午後１
時３０分から・午後２時１５分から�東診
療所（申込みは東保健センターへ） �
５月７日�午前９時１０分から・午前１０
時から�西保健センター �内�対�肺が
ん検診�市内在住の４０歳以上の方 �
結核検診�市内在住の６５歳以上の方
�定各日４０人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

２歳児歯科健康相談

�時�所�５月１日��西保健センター
�２０日��東保健センター �２８日�
�中保健センター ※時間は申込時に

伝えます。 �対市内在住の平成２３年５
月生まれの２歳児 �定各３０人（申込先
着順） �持母子健康手帳
�申�問東・中・西保健センター

ハチの巣を見つけたときは
慌てず、騒がず、近寄らず

暖かくなるとハチが庭木や軒下に巣

を作ることがあります。

市では、アシナガバチの駆除はして

いません。アシナガバチは巣を刺激し

ない限り攻撃してくることはありませ

んが、日常生活に支障をきたす場合は、

次のことに注意して駆除してください。

駆除方法 �動きが鈍くなる夜に市
販の殺虫剤を巣に向けて噴射する ※

薬店などで販売しているハチ専用の駆

除スプレーを使うと液が遠くまで飛び

便利です。 �翌朝、ハチがいないか確
認して、棒などで巣を落とす �ハチ
がいなくなった巣は、土に埋めるか踏

みつぶして袋に入れ、ごみとして出す

注意事項 �服装は肌が露出しない
白いものを着用する �香水は使用し
ない �懐中電灯で巣を照らさない
�落ちたハチを素手で触らない ※ハ

チに刺されたときは傷口を流水で洗っ

て氷で冷やし、腫れがひどい場合や気

分が悪い場合は、すぐに医師の診察を

受けてください。

アシナガバチの巣は灰色で、皿をひ

っくり返したような形です。また、下

から見ると六角形の穴があります。個

人で駆除できない場合は、専門業者を

紹介します。なお、スズメバチの場合

などはご相談ください。

【ハチに刺されないために】
次のことに注意しましょう。 �巣
に近づかない �巣を刺激しない �
洗濯物を取り入れるときは、ハチがい

ないか確認する �家に入ってきたら、
慌てず窓を開けて逃がす

◇ ◇

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�０７２
（９６０）３８０７

市では、市民の健康を増進するこ

とをめざして平成１５年に策定した健

康トライ２１（東大阪市健康増進計画）

に対する最終評価を行い、このほど

新たに健康トライ２１（第２次）を策

定しました。

第２次計画では「市民がともに支え

合い、健康で心豊かに生活できる活力

ある社会の実現」をめざしています。

策定にあたっては、市の現状と実

態を把握するため市民アンケートや

インタビューを実施し、市民健康づ

くり推進協議会や市民連絡会で協議

をしてまとめました。

「健康寿命の延伸」と「健康格差の縮

小」を目標に、市民の皆さんや関係団

体と連携しながら推進していきます。

計画では４９の目標項目と目標値を

設定し、毎年評価と修正を重ねて５

年後に中間評価、１０年後に最終評価

を行い公表します。

計画書は、４月２５日�から市ウェ
ブサイトまたは健康づくり課、保健

センター、本庁市政情報コーナーで

ご覧になれます。また、ウォーキン

グマップとしても活用できる概要版

も配布します。

�問健康づくり課

４月１日から、子宮頸がん予防ワ

クチン、ヒブワクチン、小児用肺炎

球菌ワクチンは、予防接種法で定め

る定期接種となりました。費用は無

料です。接種当日は母子健康手帳を

持参してください。

市内の予防接種取扱医療機関に予

約のうえ、接種を受けましょう。予防

接種取扱医療機関は市ウェブサイト

をご覧いただくか、お問合せください。

【子宮頸がん予防ワクチン】
子宮頸がんは、子宮の入り口付近

にできるがんです。ヒトパピローマ

ウイルス（ＨＰＶ）の感染をおもな

原因とし、最近では特に２０歳代～３０

歳代の女性の間で急増しています。

�対小学校６年生～高校１年生相当
年齢の女子 接種方法 ６か月の間

に合計３回接種

【ヒブワクチン・小児用肺炎球菌
ワクチン】
ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）お

よび肺炎球菌による感染症は、どち

らもほとんどの人は発症しませんが、

乳幼児（過半数が２歳未満）の中に、

細菌性髄膜炎などの感染症を発症す

ることがあります。接種方法は接種

開始時期により異なります（表参照）。

できるだけ望ましい接種月齢のうち

に受け始めましょう。

�対生後２か月～４歳（５歳の誕生
日の前日まで）の乳幼児

◇ ◇

�問�健康づくり課 �東・中・西
保健センター

接種回数や接種を受ける間隔など

（初回接種）４週～８週の間隔で３回接種
（追加接種）初回接種後、７か月～１３か月

の間に１回接種

（初回接種）４週～８週の間隔で２回接種
（追加接種）初回接種後、７か月～１３か月

の間に１回接種

１回接種

（初回接種）２７日以上の間隔で３回接種
※初回接種は生後１２か月未満に。

（追加接種）初回接種後６０日以上の間隔で
１歳以降に１回接種

（初回接種）２７日以上の間隔で２回接種
（追加接種）初回接種後６０日以上の間隔で

１歳以降に１回接種

６０日以上の間隔で２回接種

１回接種

接種を開始する年齢

生後２か月以上７か月に
至るまで
（望ましい接種開始月齢）

生後７か月以上１２か月に
至るまで

１歳以上５歳に至るまで

生後２か月以上７か月に
至るまで
（望ましい接種開始月齢）

生後７か月以上１２か月に
至るまで

１歳児

２歳以上５歳に至るまで

ワクチン
の種類

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

健康トライ２１（第２次）を策定

健康で心豊かに生活できるまちへ

けい

子宮頸がん予防ワクチン、
ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン

定期接種になりました

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年４月１５日（５）

mailto:kenkodukuri@city.higashiosaka.lg.jp
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建物名称 施設名称など 施設名称など 敷地・建物名称など

再編前 再編内容 再編後

介護老人保健施設「四
条の家」、東診療所

旭町庁舎

東体育館、東公民館

埋蔵文化財センター

郷土博物館

市民会館

文化会館

荒川庁舎

適応指導教室
「ふれあいルーム」

総合福祉センター

青少年女性センター

ヴェルノール布施

高井田保育所、
母子生活支援施設
「高井田ホーム」 ・「高井田ホーム」

・高井田保育所

・永和図書館（暫定施設）

・青少年女性センター

・高井田老人センター
・社会福祉協議会

・高井田障害者センター
・社会福祉事業団

・「ふれあいルーム」

・教育センター

・社会福祉協議会

・土木工営所西分室

・中公民館

・文化会館

・市民会館

・郷土博物館
・文化財収蔵庫

・埋蔵文化財センター

・東公民館

・東体育館

・旭町行政サービス
　コーナー

・土木工営所東分室

・旭町図書館

・東保健センター
・東福祉事務所
・市史史料室
　など

・「四条の家」
・東診療所 廃止

移転
リニューアル

移転
民間活力の導入

今後検討

廃止

リニューアル

機能統合

リニューアル
（一部改築）

移転

機能統合

機能統合

機能統合

今後検討

今後検討

移転

移転

移転

リニューアル

機能統合

一部
機能移管

移転
民間活力の導入

移転

今後検討 未定

・新高井田保育所

・新永和図書館

・社会教育センター

・新貸館機能
・高井田老人センター
・社会福祉協議会

・（仮称）新障害児者
　支援拠点施設

・教育センター
・「ふれあいルーム」

・社会福祉協議会

・土木工営所西分室

・社会教育センター

・新市民会館

・（仮称）新郷土文化財
　センター

・社会教育センター

・東体育館
・新貸館機能

・東保健センター
・東福祉事務所
・市史史料室 
・文化財収蔵庫 
　など

・新旭町図書館

・土木工営所東分室

介護老人保健施設「四
条の家」、東診療所跡

旭町庁舎跡地

未定

東体育館

社会教育センター

埋蔵文化財センター跡

旧中央病院跡地

社会教育センター

未定

総合福祉センター、または「東
大阪市学校規模適正化基本方
針」で統合後に跡地活用を検
討する学校施設

 「東大阪市学校規模適正化基本
  方針」で統合後に跡地活用を 
  検討する学校施設

旧建設局跡地

総合福祉センター

社会教育センター

荒川庁舎跡地

青少年女性センター跡地

未定

方針１

方針２

方針３

用 語 集

下
水
道
事
業
は
、
効
率
的
な

事
業
経
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日

か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の
す
べ

て
の
規
定
を
適
用
す
る
全
部
適

用
に
移
行
し
ま
し
た
。

【
地
方
公
営
企
業
法
と
は
】

地
方
公
営
企
業
法
と
は
、
地

方
公
共
団
体
が
運
営
す
る
公
営

企
業
の
財
務
や
組
織
、
こ
れ
に

従
事
す
る
職
員
の
身
分
な
ど
公

営
企
業
経
営
の
基
本
的
な
基
準

を
定
め
た
も
の
で
、
効
率
的
・

機
動
的
な
運
営
に
よ
る
経
済
性

の
発
揮
と
公
共
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
の
特
別
法
で
す
。

下
水
道
や
水
道
、
病
院
な
ど

は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
使

用
料
や
医
療
費
を
い
た
だ
き
、

独
立
採
算
で
運
営
す
る
公
営
企

業
と
し
て
事
業
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
事
業
は
、

存
在
そ
の
も
の
が
市
民
生
活
の

支
え
（
基
盤
）
で
あ
る
と
同
時

に
地
域
独
占
性
を
も
つ
事
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
経
営
に
あ
た

っ
て
は
公
共
性
を
確
保
し
な
が

ら
も
、
企
業
の
経
済
性
が
強
く

要
請
さ
れ
ま
す
。

【
一
部
適
用
か
ら
全
部
適
用

へ
】こ

れ
ま
で
地
方
公
営
企
業
法

の
財
務
規
定
の
み
を
適
用
す
る

一
部
適
用
だ
っ
た
下
水
道
事
業

は
、
４
月
１
日
に
組
織
や
職
員

の
身
分
取
扱
い
な
ど
も
含
め
た

す
べ
て
の
規
定
を
適
用
す
る
全

部
適
用
に
移
行
し
ま
し
た
。

移
行
後
は
、
上
下
水
道
事
業

管
理
者
の
も
と
独
立
し
た
組
織

に
よ
り
、
効
率
的
で
機
動
的
な

組
織
運
営
と
長
期
的
な
視
点
に

よ
る
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
窓
口
サ

ー
ビ
ス
を
は
じ
め
経
営
効
率
や

危
機
管
理
体
制
の
向
上
を
め
ざ

し
、
上
下
水
道
の
両
事
業
間
の

業
務
統
合
を
実
現
し
て
い
き
ま

す
。な

お
、
全
部
適
用
に
移
行
し

て
も
、
現
在
の
下
水
道
使
用
料

な
ど
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

【
組
織
を
改
正
】

地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適

用
に
あ
わ
せ
て
、
下
水
道
部
の

組
織
を
見
直
し
ま
し
た
。お
も
な

変
更
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
「
下
水
道
総
務
課
」
と
「
計

画
課
」
を
統
合
し
、「
下
水
道
計

画
総
務
室
」
を
設
置

▽
水
洗
便
所
へ
の
改
造
助
成

金
や
貸
付
金
の
審
査
な
ど
を
担

当
す
る
「
水
洗
化
促
進
セ
ン
タ

ー
」
と
「
下
水
道
管
理
課
水
質

規
制
係
」
を
統
合
し
、「
排
水
設

備
課
」
を
設
置

▽
効
率
的
な
執
行
体
制
の
確

保
の
た
め
、「
業
務
課
」
に
設
置

し
て
い
た
「
業
務
係
、
使
用
料

係
、
徴
収
係
、
整
理
係
」と「
下

水
道
管
理
課
管
理
係
」
を
廃
止

▽
河
川
の
管
理
な
ど
を
担
当

す
る
「
河
川
課
」
を
「
建
設
局

土
木
部
」
に
移
管

【
組
織
改
正
に
伴
い
電
話
番

号
を
変
更
】

下
水
道
部
の
組
織
改
正
に
伴

い
、
課
（
室
）
名
お
よ
び
電
話

番
号
を
次
の
と
お
り
変
更
し
て

い
ま
す
。

▽
下
水
道
計
画
総
務
室
（
旧

・
下
水
道
総
務
課
、
計
画
課
）
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▽
排
水
設
備
課
水
質
指
導
係

（
旧
・
下
水
道
管
理
課
水
質
規

制
係
）
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▽
下
水
道
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持
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課
（
旧

・
下
水
道
管
理
課
）
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▽
下
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（
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・
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▽
建
設
室
（
旧
・
事
業
調
整

課
、
建
設
室
、
設
計
室
）�
０
６

（
４
３
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▽
土
木
部
河
川
課
（
旧
・
下

水
道
部
河
川
課
）�
０
６（
４
３

０
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）３
２
６
３
、�
０
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４
３
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◇

◇

◇
問
合
せ
先

下
水
道
計
画

総
務
室

追加実施

パブリックコメント～意見募集

２月１日から２０日まで実施したパブ

リックコメント（意見募集）を、期間

を追加して次のとおり行います。なお、

前回の意見募集において「公共施設再

編整備計画（案）」の中で一部施設の所

在地表記に誤りがありました。おわび

しますとともに、今回の意見募集で訂

正しています。

基本方針（案）および再編整備計画（案）

の内容は、５月１４日�まで市ウェブサ

イトまたは資産経営室、市政情報相談

課、行政サービスセンター（土・日曜

日、祝日を除く午前９時～午後５時３０

分）でご覧になれます。また、４月１５

日�から５月１４日�までの間は市ウェ
ブサイト「意見募集パブリックコメン

ト」でご覧になれます。

対象 市内在住・在勤・在学（いず

れか）の方または市内に事業所がある

事業者、法人、その他団体

提出方法 住所、氏名（団体は団体名、

所在地、代表者名）、電話番号を書いて

４月１５日�～５月１４日�（必着）に郵送
（ファクス、Ｅメール、資産経営室ま

たは市政情報相談課への直接持参も可）

※書式は問いませんが、閲覧場所に

意見書のひな形を用意しています。

■提出・問合せ先 〒５７７―８５２１市役所

資産経営室 ０６（４３０９）３０１７、�０６（４３０９）
３８２６、Ｅメール shisankeiei@city.hi

gashiosaka.lg.jp

公共施設マネジメントの
必要性と目的

【マネジメントの必要性】
市では、高度経済成長期以降急激に

増加してきた人口や市民ニーズの多様

化に対応していくため、これまで積極

的に公共施設の整備をしてきました。

その結果、市が保有する公共施設は約

９００棟、延床面積にして約１０３万�にも
及びます。その多くは老朽化が進んで

おり、耐震性に課題を有する可能性のあ

る施設は全体の約６割を占めています。

今後の本格的な人口減少や少子・高

齢社会の到来により、市の財政状況は

緊迫の度合いを強めていくと想定され

ることから、財務の視点を充分踏まえ

ながら公共施設の供給や運営について

考えていかなければなりません。同時

に、老朽化した公共施設を後世に残す

ことのないよう質的・量的な最適化を

進める必要があります。

【基本方針の目的】
公共施設マネジメントに取り組むう

えで、公共施設を使った市民サービス

を市民の皆さんに将来にわたって安全

に安心して受けていただけるよう、公

共施設の整備・維持管理・運営を行うた

め、質と量の両面で最適化を図ります。

公共施設マネジメント推進基本方針

は、公共施設の最適化を計画、実行し

ていくための基本方針として位置づけ

るものですが、今後の社会情勢や市民

ニーズの変化に柔軟に対応し、必要に

応じて見直します。

マネジメントを推進するための
３つの基本方針

本市を取り巻く社会情勢および公共

施設の現状を踏まえ、今後、次の３つ

の基本方針に従って公共施設のマネジ

メントに取り組みます。

【方針１ 適正な維持管理による公
共施設の長寿命化の実現】
公共施設の安全性や機能性を確保し

た施設の長寿命化（※２）を推進します。

今後、維持していく施設については、

定期点検や耐震・劣化調査などの結果

に基づき、計画的な改修を行う予防保

全（※３）に転換することで施設の長

寿命化を図ります。

【方針２ 社会情勢の変化を踏まえ
た公共施設の総量縮減】
現在の公共施設総量を維持し続ける

ことは、財源的に非常に困難であるこ

とから公共施設の総量縮減を図ります。

しかし、将来的な市民ニーズを視野に

入れ検討した結果、必要となる公共施

設については新設や更新を行います。

その際、同種の機能をもつ施設の集約

や、異なる機能をもつ施設の複合化を

推進します。

また、市民ニーズの薄れた公共施設

については転用・廃止を検討するなど、

市民サービスを維持しながら市が所有

する公共施設の総量縮減を推進します。

【方針３ 民間との連携による効率
的、持続可能な市民サービスの提供】
市の財政負担の抑制や平準化を行い、

効率的で持続可能な整備を可能とする

民間活力のさらなる導入を推進します。

今後、ライフサイクルコスト（※４）

の縮減のため、新たな施設の整備・維

持管理・運営は、ＰＦＩ（※５）に代

表される民間活力の導入を図ります。

また、将来的な公共施設用地として

確保する必要性のある土地については、

定期借地権（※６）設定による貸付な

どを行うことで有効活用を図り、今後、

市として利活用しない土地については

売却するなど、新たな財源確保を図り

ます。

公共施設再編整備計画の
基本的な考え方

【公共施設再編の必要性】
公共施設マネジメントを推進する基

本方針の実現に向けては、これまでの

ように施設が古くなったから建替えを

進めていくのではなく、現在のみなら

ず将来的な市民ニーズも視野に入れた

公共施設の更新や配置を検討し、実行

に移す取組みが必要です。

今後、施設単体での最適化だけでな

く、社会情勢や市民ニーズの変化に対

応できるよう、市全体として機能やサ

ービスの最適化を図っていくため、公

共施設の再編を行う必要があります。

【整備計画の構成】
公共施設マネジメント推進基本方針

の考え方に基づき、老朽化や耐震性に

課題のある市民会館の建替えや、防災

関連施設（※７）に位置づけられてい

る旭町庁舎の耐震化、介護老人保健施

設「四条の家」跡の利活用など、早急

に課題を解決しなければならない公共

施設があります。

これら課題のある公共施設を対象に

新設、更新などとあわせて、周辺の公

共施設を集約化・複合化する再編整備

の方向性と、実現に向けたスケジュー

ルも含めた再編整備計画をまとめたも

のです。

【公共施設の再配置の考え方】
再編整備計画では、対象とする公共

施設や敷地についての情報分析などを

行い、施設再配置について検討します

が、今後の社会情勢や市民ニーズの変

化に柔軟に対応し、必要に応じて見直

しを行っていきます。

【再編整備計画の対象施設】
再編整備計画で検討対象とする公共

施設は左表のとおりです。

◇ ◇

■問合せ先 資産経営室

「適正な維持管理による
公共施設の長寿命化の実現」

「社会情勢の変化を踏まえた
公共施設の総量縮減」

「民間との連携による効率的、
持続可能な市民サービスの提供」

市では、公共施設を活用した市民サービスを市民の皆さんに

将来にわたって安全に安心して受けていただくため、ファシリ

ティマネジメント（※１）の考え方をバランスよく取り入れ、

統一的な考え方や方針などに基づいて公共施設の最適化を進め

る「公共施設マネジメント」に取り組みます。

公共施設の最適化を進めるにあたり、考え方や方針を定める

「東大阪市公共施設マネジメント推進基本方針（案）」と、老朽

化や耐震性に課題のある一部の公共施設を中心に、新設や改修、

複合化していく「東大阪市公共施設再編整備計画（案）」（表参

照）を１月にまとめました。

し
尿
処
理
量
の
減
少
に
伴
う
組
織

の
見
直
し
と
し
て
、
環
境
整
備
課
を

廃
止
し
、
４
月
１
日
か
ら
、
し
尿
の

く
み
取
り
や
浄
化
槽
に
関
す
る
事
務

は
、
環
境
企
画
課
が
行
っ
て
い
ま

す
。◇

問
合
せ
先

▽
事
務
に
関
す
る

こ
と
�
環
境
企
画
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
９
８
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）３
８
１
８

▽
組
織
に
関
す
る

こ
と
�
行
財
政
改
革
室

０
６（
４
３

０
９
）
３
１
０
５
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
２
６

市
で
は
、
市
民
が
快
適
に

生
活
で
き
る
よ
う
、
下
水
道

の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

３
月
３１
日
か
ら
、
次
の
町

丁
目
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
の
地

域
で
水
洗
化
に
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
水
洗
化
に
で
き
る

区
域
で
は
、
く
み
取
り
便
所

は
３
年
以
内
に
水
洗
化
に
す

る
よ
う
法
律
で
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
浄
化
槽
は
速
や
か

に
水
洗
化
し
て
く
だ
さ
い
。

【
水
洗
化
に
で
き
る
区
域
】

▽
元
町
１
・
２
丁
目

▽

布
市
町
１
・
２
・
３
丁
目

▽
善
根
寺
町
６
丁
目

▽
池

之
端
町

▽
日
下
町
２
・
３

・
７
・
８
丁
目

▽
北
石
切

町

▽
中
石
切
町
１
・
２
・

３
・
４
丁
目

▽
東
石
切
町

１
・
２
・
６
丁
目

▽
上
石

切
町
１
丁
目

▽
立
花
町

▽
山
手
町

▽
豊
浦
町

▽

東
豊
浦
町

▽
出
雲
井
本
町

▽
鳥
居
町

▽
喜
里
川
町

▽
五
条
町

▽
本
町

▽
客

坊
町

▽
瓢
�
山
町

▽
御

幸
町

▽
四
条
町

▽
南
四

条
町

▽
末
広
町

▽
上
六

万
寺
町

▽
六
万
寺
町
１
・

３
丁
目

▽
下
六
万
寺
町
２

丁
目

▽
池
島
町
２
・
３
丁

目

▽
横
小
路
町
１
・
２
・

３
・
４
・
６
丁
目

【
工
事
は
指
定
業
者
で
】

ト
イ
レ
な
ど
の
水
洗
化
工

事
は
、必
ず
市
の
指
定
工
事
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。指

定
工
事
業
者
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す（
市

の
助
成
や
貸
付
制
度
あ
り
）。

【
上
水
道
料
金
と
合
わ
せ

て
下
水
道
使
用
料
を
負
担
】

下
水
道
を
整
備
し
た
区
域

で
は
、
下
水
道
を
使
用
す
る

皆
さ
ん
に
上
水
道
の
使
用
水

量
に
応
じ
、
上
水
道
料
金
と

合
わ
せ
て
下
水
道
使
用
料
を

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
で
は
、
下
水
道
使
用
の

実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
職

員
が
家
庭
や
事
業
所
な
ど
を

訪
問
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

▽
水
洗
化

に
で
き
る
区
域
�
下
水
道
維

持
管
理
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
５
４
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
８

▽
水
洗
化
工
事
�
排
水
設
備

課

０
６（
４
３
０
９
）３
２

４
９
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
８

▽
貸
付
・
助
成

金
、
下
水
道
使
用
料
�
業
務

課

０
６（
４
３
０
９
）３
２

５
１
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
７

※１ ファシリティマネジメント
経営戦略的な視点から、総合的か

つ統括的に公共施設の整備や管理運
営を行うことで、施設経費の最小化
や施設効果の最大化を図ろうとする
活動。
※２ 長寿命化
古くなったから建て替えるのでは

なく、施設の修繕などを計画的に行
いながら、使える施設をできるだけ
長く使い続けること。
※３ 予防保全
施設に不具合が生じてから対応す

るのではなく、点検などの結果に基
づき、長期的な視点に立って、不具
合が発生する前に対応すること。
※４ ライフサイクルコスト
建物を企画・設計・建築し、その

建物を維持管理して、最後に解体・
廃棄するまでに要する費用総額。
※５ ＰＦＩ
Private Finance Initiative（プ
ライベート・ファイナンス・イニシ
アティブ）の略で、公共事業を実施
するための手法の一つ。民間の資金
と経営能力・技術力（ノウハウ）を
活用し、公共施設などの設計・建設
・改修・更新や維持管理・運営を行
う公共事業の手法。
※６ 定期借地権
借地借家法で認められた更新のな
い特殊な借地権。
※７ 防災関連施設
災害時に重要な役割を果たす施

設。防災拠点施設（例：市役所本庁
舎）のほか、病院などの医療機関、
避難所などの避難者等滞留施設を含
む。

４月１日から

し尿のくみ取りや浄化槽のことは

さ
ら
に
広
が
り
ま
し
た

環境 企 画 課 へ

水
洗
化
に
で
き
る
区
域

策策定定へへ向向けけてて意意見見をを募募集集ししまますす
公公公公公公公公公公公公公公公公共共共共共共共共共共共共共共共共施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設ママママママママママママママママネネネネネネネネネネネネネネネネジジジジジジジジジジジジジジジジメメメメメメメメメメメメメメメメンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトト推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進基基基基基基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本本本本本方方方方方方方方方方方方方方方方針針針針針針針針針針針針針針針針（（（（（（（（（（（（（（（（案案案案案案案案案案案案案案案案））））））））））））））））・・・・・・・・・・・・・・・・再再再再再再再再再再再再再再再再編編編編編編編編編編編編編編編編整整整整整整整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備備備備備備備計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画（（（（（（（（（（（（（（（（案案案案案案案案案案案案案案案案））））））））））））））））

（表）再編整備計画の対象施設

下
水
道
事
業
は
地
方
公
営
企
業
法
全
部
適
用
へ
移
行

効
率
的
な
事
業
経
営
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

（６）平成２５年４月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年４月１５日（７）

mailto:shisankeiei@city.higashiosaka.lg.jp
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その他のつづき 新しく始めよう

東 大 阪
アリーナの水泳教室
６月から９月までの第１期水泳教室

の会員を募集します。開催する教室や

とき、対象などは表のとおりです。な

お、定員や持ち物などは教室により異

なります。くわしくは東大阪アリーナ

ホームページ（http���www.hos�are
na.com�）をご覧ください。 �申往復ハ
ガキ（１人１枚）に教室名（第２希望

まで）、住所、氏名、性別、電話番号を

書いて５月８日�（必着）までに郵送
※抽選。応募が少ない教室は中止する

場合があります。

�所�申�問〒５７７―０８０４中小阪４―７―６０ 東大

阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�０６（６７２６）
１９９４

自立支援協議会の傍聴

地域の障害福祉に関する相談支援な

どの実施状況をお知らせします。 �時
５月１３日�午後３時～５時 �所市役所
本庁舎１階多目的ホール �対市内在住
・在勤・在学（いずれか）の方 �定５人
（抽選） �申ハガキに協議会名、住所、
氏名、電話・ファクス番号、手話通訳

の有無を書いて４月２６日�（必着）まで
に郵送（ファクスまたはＥメールも可）

�申�問〒５７７―８５２１市役所障害者支援室
０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）３８１３、�
shogai@city.higashiosaka.lg.jp

インターネット公売

市税の確保と納税の公平性を図るた

め、ヤフー�が提供する官公庁オーク
ションシステム上でインターネット公

売を実施します。くわしくは市ウェブ

サイトをご覧ください。 公売物件
トラック、ノギス、日本人形など 公
売方法 せり売り方式 申込期間 ４

月１１日�午後１時～２５日�午後１１時
入札期間 ５月７日�午後１時～９日
�午後１１時 買受代金納付期限 ５月

１７日�午後２時３０分
【下見会】
公売物件を実際にご覧になれます。

事前にお申込みください。 �時４月１９
日�午前１０時～正午 �所市役所本庁舎
２２階会議室ほか

◇ ◇

�問納税課 ０６（４３０９）３１５３、�０６（４３０９）
３８０８

力をあわせて安全・安心まちづくり
春の地域安全運動

４月２１日�から３０日�まで実施する
「春の地域安全運動」では、「ひったく

りなど街頭犯罪の被害防止」「子どもと

女性を犯罪から守る」「空き巣など侵入

窃盗の被害防止」などを重点的に、防

犯キャンペーンを行います。誰もが安

心して暮らせるまちにするために、力

をあわせて「安全・安心なまち東大阪」

を実現させましょう。

�問�布施警察署 ０６（６７２７）１２３４ �
河内警察署 ０７２（９６５）１２３４ �枚岡警
察署 ０７２（９８７）１２３４ �地域コミュニ
ティ支援室 ０６（４３０９）３１６１、�０６（４３０９）
３８１２

東 体 育 館
７・８月休館日臨時開館に伴う抽選会

東体育館では、７・８月の休館日臨

時開館に伴い、利用抽選会を行います。

�時５月１５日�午後０時３０分から（受付
は正午から） �対オーパスカード登録
者 臨時開館日 �７月１日	��
�８日	�� �２２日	�� �２９日
	� �８月５日	� �１２日	�
�１９日	� �２６日	� ☆いずれも

月曜日で�は午前９時～正午、�は午
後１時～５時 ※体育館使用料は使用

時間帯により異なります。くわしくは

お問合せください。 �持オーパスカード
�所�問東体育館 ０７２（９８２）１３８１、�０７２

（９８２）２７６８

あさひっこ

【親子で楽しむリトミック】
�時４月２４日�午前１０時～１１時 �所ゆ
うゆうプラザ（日下） �対しっかり歩
ける１歳以上の乳幼児とその保護者

�定１５組（申込先着順） �申４月１６日�
午前１０時から電話で

【ホットケーキを作ろう�】
�時４月２６日�午前１０時～１１時 �対２

歳以上の幼児とその保護者 �定１２組（申
込先着順） �料１００円 �持エプロン・三
角巾（親子とも） �申４月１６日�午前
１０時から電話で

【孔舎衙ふれあい＆ダンス】
�時５月２日�午前１０時～１１時 �所孔

舎衙公民分館 �対０歳児とその保護者
�定１０組（申込先着順） �持抱っこひも
�申４月２３日�午前１０時から電話で
【枚岡梅林へお弁当を持っていきま
せんか？】
�時５月８日�午前１０時～正午 ※雨

天中止。 �対しっかり歩ける幼児とそ
の保護者 �定１０組（申込先着順） �持
弁当、飲み物、手ふき、敷物、帽子

�申４月３０日�午前１０時から電話で
【ふれあい＆ベビーマッサージ】
�時５月８日�午前１０時～１１時 �対０

歳児とその保護者 �定１２組（申込先着
順） �申４月３０日�午前１０時から電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援セ
ンター）０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）１０５５

長瀬子育て支援センター

【こいのぼりを作ろう】
�時４月２２日�午前１０時～１１時 �対２
歳以上の幼児とその保護者 �定２０組（申
込先着順） �申４月１５日�午後１時か
ら電話で

【親子のふれあい遊び】
�時４月２６日�午前１０時～１１時 �対１

歳児とその保護者 �定１５組（申込先着
順） �申４月１７日�午後１時から電話で
【赤ちゃんタイム】
�時毎週水曜日午後１時３０分～４時

�対未歩行の０歳児とその保護者 ※申

込不要。

【よっといで広場】
�時毎週火・木曜日午前９時３０分～午

後４時、毎週土曜日午前９時３０分～１１

時３０分 �対就学前乳幼児とその保護者
※火曜日には発達の相談員もいます。

申込不要。

【サークル貸館】
仲良しママ同士で集まって子どもた

ちといっしょに遊ぶ子育てサークルを

募集しています。サークル登録をすると

センター内の部屋を利用することがで

きます。くわしくはお問合せください。

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

荒本子育て支援センター

【よちよちタイム】
�時４月２２日�・５月１０日�午前９時

３０分～１１時３０分、１３日�午後１時３０分～
３時３０分 �対よちよち歩きの１歳児と
その保護者 ※申込不要。

【簡単こいのぼり作り】
�時４月２６日�午前１０時～１１時３０分
�対２歳以上の幼児とその保護者 �定２５
組（申込先着順） �申４月１５日�午後
１時から電話で

【作って遊ぼう～お面や折り紙】
�時５月１０日�午後１時３０分～２時３０

分 �対１歳６か月以上の乳幼児とその
保護者 �定２５組（申込先着順） �申４
月２４日�午後１時から電話で
【シール貼り＆体操】
�時５月１３日�午前１０時～１１時３０分
�所ももの広場（楠根） �対就学前乳幼
児とその保護者

【体操をしよう】
�時５月１６日�午前１０時３０分～１１時３０
分 �所御厨公園 �対就学前乳幼児とそ
の保護者

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

鴻池子育て支援センター

【ホッと広場】
ボールプールやおもちゃ、パズルな

どで遊びます。手遊びや体操もします。

また、月１回誕生会と保健師による健

康相談があります。 �時火・木・土曜
日午前９時３０分～午後４時（土曜日は

午前１１時３０分まで） �対就学前乳幼児
とその保護者 ※申込不要。

【子育て相談】
月曜日は発達相談員が応じます。来

所相談は電話で予約してください。

電話相談 月曜日～土曜日午前９時～

午後５時３０分

【みーんな、あ・そ・ぼ】
�時４月２２日�午前９時３０分～１１時３０
分 �対１歳６か月以上の乳幼児とその
保護者 ※申込不要。

【お出かけ小運動会�】
�時４月２６日�午前１０時３０分～１１時３０
分 ※雨天中止。 �所鴻池スカイラン
ド �対就学前乳幼児とその保護者 �持
飲み物、名札、着替え �申４月１５日�
～２４日�午前１０時３０分から電話または
直接

【牛乳パックでイスを作ろう】
�時５月１０日�午前９時３０分～１１時３０

分 �対就学前の乳幼児とその保護者
�定６組（抽選） �料５０円 �持１
の牛
乳パック５個、布 �申４月２６日�午後
１時３０分～５時に電話で

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

子育てのつどい

【みんなで遊ぼう】
�時４月１７日�午前１０時～１１時３０分
�所太平寺公民分館 �対就学前乳幼児と
その保護者

�問長瀬子育て支援センター内保育所
０６（６７２９）１８００、�０６（６７２９）０９６１
【親子で遊ぼう】
�時４月２２日�午前１０時３０分～１１時３０
分 �所川俣スカイランド �対就学前乳
幼児とその保護者

�問御厨保育所 ０６（６７８９）０２６０、�０６
（６７８９）８５９６

つどいの広場

【親子で遊ぼう】
�時５月２５日�午前９時３０分～１１時３０
分（受付は午前９時２０分から） ※雨

天時は絵本の読み聞かせに変更。 �定
３５組（申込先着順） �料１組２００円 �申
４月２５日�から電話で
�所�申�問東大阪大学こども研究センタ
ー（西堤学園町３） ０６（６７８２）２８２１

（�兼用）

料 金

１１，２００円

１１，２００円

１１，２００円

１４，４００円

１４，４００円

１６，８００円

１６，８００円

１６，８００円

１４，４００円

１６，８００円

１４，７００円～

１６，８００円

１４，４００円

対 象
平成１９年４月２日
～平成２１年４月１
日生まれの方

小学生

小・中学生

１８歳以上の方

１８歳以上の女性

１８歳以上の女性

１８歳以上の方

高校生以上の方

１８歳以上の方

４泳法で５０ｍ以
上泳げる高校生
までの方

４泳法で２５ｍ以上
泳げる小・中学生

回数

１４回

１４回

１４回

１２回

１２回

１４回

１４回

１４回

１４回

１４回

１２回

１４回

１４回～

１６回

３２回

と き

午後３時３０分
～４時３０分

午後４時３０分～５時３０分

午後５時３０分～６時３０分

午前１１時～正午

午前１１時～正午

午後２時～３時

午後１時３０分
～２時３０分

午後７時３０分
～８時３０分

午前１０時～１０時４５分

午後７時３０分～８時１５分

午後６時３０分
～８時３０分

午後６時３０分
～７時３０分

月・水・木・金
曜日の４コース
から選択

木曜日

水・金曜日の２
コースから選択

木曜日

月曜日

水・金曜日の２
コースから選択

月曜日

金曜日

水曜日

木曜日

月・水・木・金
曜日の４コース
から選択

月・水・木・金曜日
の週４回コース

教室名

幼児

小学生

小・中学生

はじめての
スイミング

レディース�

レディース

成人�

成人

アクアビクス

育成クラス

育成ジュニア
週４クラス

※車での来場はご遠慮ください。�所の記載のない催しは、各子育て
支援センターで開催。

子育て支援センター＆保育所・つどいの広場の催し

みんなで遊ぼう♪

（８）平成２５年４月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り

http://www.hos-arena.com/
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ボッチャ体験

障害者スポーツのボッチャを体験し

ませんか。 �時４月２８日�・５月２６日
�・６月１６日�午後１時３０分～３時３０
分 �所市民ふれあいホール（鳥居町）
�対市内在住の方 �定各３０人（障害者を
優先して抽選） �申４月１９日�までに電
話またはファクスで（直接も可）

�申�問高井田障害者センター ０６（６７８９）

０１３１、�０６（６７８９）２８７０

スポーツエリア花園クラブ
スポーツ教室

【サッカースクール】
�時�対毎週火曜日（祝日を除く）�午後
３時４５分～４時５５分�園児 �午後４
時～５時１５分�小学校低学年 �午後
４時１５分～５時３０分�小学校高学年
�対東大阪市・八尾市・柏原市（いずれか）
に在住または在学の５歳児～小学生

�料月４，５００円（年会費１，５００円が必要）
�申�問�クラブマネージャー「梶田」

０８０（２４８３）７７９０ �スポーツエリア花
園クラブ �sa�hanazono@sn�osa
ka.com

【グラウンドゴルフ練習会】
�時毎週月・木曜日午前９時～１１時（祝
日を除く） �対市内在住の方 �料月１，０００
円（年会費３，０００円が必要）

�申�問�スポーツエリア花園クラブハ
ウス ０７２（９６２）８８８９（�兼用。月曜日
の午前１０時～午後１時） �グラウン
ドゴルフ担当「荒井」 ０７２（９８８）３８８９

【走り方教室】
運動会前に練習しませんか。 �時５
月１３日�・２０日�・２７日�・６月３日
�午後４時～５時 �対東大阪市・八尾
市・柏原市（いずれか）に在住または在

学の５歳児～小学校３年生 �料４，５００円
�申�問�クラブマネージャー「梶田」

０８０（２４８３）７７９０ �スポーツエリア花
園クラブ �sa�hanazono@sn�osa
ka.com

◇ ◇

�所近鉄花園ラグビー場、花園中央公
園など �申教室名、氏名、年齢（学年）、
電話番号を電話またはファクス、Ｅメ

ールで

�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）３２８２、

�０６（４３０９）３８３５

消費者団体協議会市民講座
エネルギー施設見学

環境問題について学習しませんか。

�時５月１６日�午前８時３０分～午後５時
�対市内在住の方 �定２０人（申込先着順）
�申往復ハガキに講座名、住所、氏名、
電話番号を書いて４月３０日�（必着）
までに郵送

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町５―７―３６ 消費

生活センター内市消費者団体協議会「松

浦」０９０（６９６５）３３８７、�０６（６７３０）５６３０

はじめてのパッチワーク教室

ポーチを作ります。 �時４月２２日�
・３０日�午前１０時～午後３時（計２日
間） �対市内在住の６０歳以上の方 �定２０
人（申込先着順） �料５００円 �持はさみ、
まち針５本、２０�程度の定規 �申４月
１９日�までに電話またはファクスで
�所�申�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

長瀬青少年センターの教室

【手話体験】
�時５月２５日～来年２月の第２・４土
曜日午後１時３０分～３時３０分（計１９日

間） �対小学校４年生以上の方 �定３０人
（抽選） �料１，２００円 �申４月２２日�まで
【点字にチャレンジ】
点字の打ち方を学んで点訳絵本を作

ります。 �時５月２５日～来年３月の第
４土曜日午前１０時～正午（１１月は第５

土曜日。１２月を除く計１０日間） �対小
学生以上の方 �定２０人（抽選） �料５００
円 �申４月２２日�まで
【パソコンではじめての文書作成】
�時５月１８日	・２５日	午後２時３０分
～４時３０分（計２日間） �対市内在住
・在勤・在学（いずれか）の高校生以上

の方 �定１１人（抽選） �料３，０００円
�持作ったデータ持ち帰り用ＵＳＢメモ
リ、筆記用具 �申５月１０日�まで

◇ ◇

�申ハガキに教室名、住所、氏名（ふ
りがなも）、年齢（学年も）、電話番号

を書いて、各申込期限（必着）までに

郵送（電話、ファクスも可）

�所�申�問〒５７７―０８３２長瀬町３―７―４０ 長瀬

青少年センター ０６（６７２７）１２００、�０６
（６７２９）９７８７

少年少女発明クラブ
公開創作教室～万華鏡作り

�時４月２７日	午後１時～４時 �対市
内在住の小学生 �定３０人（申込先着順）
�持手ふき、持ち帰り用袋、筆記用具
�申ハガキに教室名、住所、氏名（保護
者名も）、学校名、学年、電話番号を書

いて４月１５日�～１９日�（必着）に郵送
（電話、ファクス、Ｅメール、直接も可）

�所�申�問〒５７７―００６５高井田中１―５―３ 市

立産業技術支援センター内市少年少女

発明クラブ事務局 ０６（６７８５）３３２５、�
０６（６７８５）３３６３、�sangi@techsupport.
jp

地域安心生活サポーター養成講座

日常生活の困りごとを手伝う援助者

になりませんか。「認知症サポーター養

成講座」も含めた１日コースです。

�時４月２７日	午前９時３０分～午後４時
３０分 �所市民会館第５会議室 �対受講
後にサポーターとして登録し、活動で

きる市内在住・在勤（いずれか）の方

�定５０人（申込先着順） �講大阪教育大学
准教授の新崎国広さんなど �申講座名、
住所（市外在住の場合は勤務先と所在

地も）、氏名、電話番号を４月２６日�ま
でに電話またはファクス、Ｅメールで

�申�問角田総合老人センター ０７２（９６２）

８０２２、�０７２（９６３）２０２０、�schelp2
@comet.ocn.ne.jp

東大阪アリーナの教室

【個人参加型バスケット】
１人から参加できる個人参加型バス

ケットを４月～７月に開催します。

�時４月１９日～７月１９日の金曜日午後６
時３０分～８時３０分（５月３日と６月２１

日を除く） �定各２５人（申込先着順）
※参加者が少ないと中止する場合があ

ります。 �料１回５００円
【バレトンレッスン】
バレエをベースにした運動法です。

リズムに合わせ、しっかり汗をかき、

全身の筋肉を鍛えませんか。 �時�料�
４月２５日�・５月２日�・１６日�・２３
日�・３０日�午後７時３０分～８時３０分
（計５日間）�５，０００円 �５月８日

・２２日
・２９日
午前１０時～１１時（計
３日間）�３，０００円 �対１８歳以上の方
�持運動ができる服・靴、飲み物、タオ
ル

◇ ◇

※くわしくは東大阪アリーナホーム

ページ（http���www.hos�arena.com�）
をご覧ください。

�所�申�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

女性のための
法律・労働相談

女性をとりまく法律に関する相談に

女性弁護士が、解雇やセクハラ、パワ

ハラ、年金などに関する相談に女性社

会保険労務士が応じます。 �時�定�法
律�５月１日
・５月１５日
・６月５
日
午後１時～４時、各６人（１人３０
分） �労働�５月１１日	・６月８日
	午後１時３０分～４時２０分、各３人（１
人５０分。電話相談可） ※いずれも申

込先着順。 �対市内在住・在勤・在学
（いずれか）の女性 ※１歳６か月～

就学前幼児の保育あり（各相談日の１

週間前までに要予約。１人２００円）。

�申火曜日～日曜日午前１０時～午後５時
に電話で（法律相談は２週間前から、

労働相談は随時受付。４月３０日�、５
月７日�を除く）
�所�申�問イコーラム（男女共同参画セ

ンター） ０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）
９２０８

宅 建 相 談

�時４月２３日�午前１０時～午後２時
�所市役所本庁舎１階相談室 �定１０人（当
日先着順） �内不動産に関すること
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

多重債務（借金問題）法律相談

借金の返済や多重債務などの相談に

弁護士が応じます。 �時４月２３日�午
後１時～４時 �対市内在住の方 �定６
人（申込先着順）

�所�申�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

２４時間３６５日対応

子育て相談ダイヤル
０７２（９６１）０１７８

子育てに関する悩みや１８歳未満の子

どもに関する相談に、４月からは休日

夜間を問わず２４時間３６５日いつでも相談

員が電話で応じています。

必要に応じて市内関係機関の案内も

します。気軽にご相談ください。

子どもが泣きやまない、子育てに自

信がもてなくて疲れた、反抗的な子ど

もにどう対応したらよいか、子どもが

学校に行きたがらないなど、子どもの

成長や育児について、誰かに相談した

いけれどできないときなどに、ご利用

ください。安心して子育てができるよ

うにサポートします。

相談ダイヤル ０７２（９６１）０１７８ 受付
時間 ２４時間３６５日

�問子ども見守り課 ０６（４３０９）３１９７、

�０６（４３０９）３８１７

慰霊塔の開扉日

平成２５年度の市立慰霊塔の開扉日は

次のとおりです。 開扉日 ４月１６日

�、５月１４日�、６月１５日	、７月１６
日�、８月１０日	、１４日
、１５日�、
９月１４日	、２３日�、１０月１２日	、１１月
１５日�、１２月１６日�、２７日�、２８日	、
来年１月６日�、１４日�、２月１４日�、
３月１４日�、２１日� ☆いずれも午前

１０時～午後４時

�問生活福祉室 ０６（４３０９）３１８２、�０６
（４３０９）３８１５

高齢者同士または幼児との入浴や

団らんを楽しんでもらうため、高齢

者や高齢者といっしょに市内の公衆

浴場を利用する幼児の料金を割引す

る「高齢者ふれあい入浴」を毎月１５日

に行っています。ぜひ、ご利用くださ

い。 実施日 毎月１５日 ※天候が悪

いときは翌日実施する場合もあり。

対象・入浴料 �市内在住の６５歳以

上の方�大
人４１０円が２１０円に �市内在住の６５歳
以上の方と就学前幼児�４７０円（大人
＋小人６０円）が２４０円に 利用方法
浴場で「ふれあい入浴券」（健康保険

証などで年齢を確認）の交付を受け、

実施日に料金を支払って直接

�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�
０６（４３０９）３８４８

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

高齢者ふれあい入浴
毎月１５日は割引

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年４月１５日（９）

mailto:sa-hanazono@sn-osaka.com
mailto:sa-hanazono@sn-osaka.com
mailto:sangi@techsupport.jp
http://www.hos-arena.com/
mailto:schelp2@comet.ocn.ne.jp


募集のつづき

「
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折
る
女
性
た
ち
」

長崎で平和取材をしませんか
親 子 記 者

長崎市へ出向き、平和祈念式典への

参加や被爆者への取材を通して、原爆

や平和について親子で考え、発信して

みませんか。 �時８月８日�～１１日�
（３泊４日） �対市内在住の小学校４年
生以上の方とその保護者 �定全国から
９組１８人（抽選） ※長崎市への交通費

や宿泊代、取材補助費を支給。 �申ハ
ガキに行事名、住所、氏名（保護者名

とふりがなも）、性別、学校名、学年、

電話番号、平和を願う一言メッセージ

を書いて５月１０日�（消印有効）まで
に郵送（Ｅメールも可） ※日本非核宣

言自治体協議会ホームページ（http���
www.nucfreejapan.com�）からも申込
み可。結果は当選者にのみ通知。

�申�問〒８５２―８１１７長崎市平野町７―８ 長

崎市平和推進課内日本非核宣言自治体

協議会事務局 ０９５（８４４）９９２３、�０９５
（８４６）５１７０、�info@nucfreejapan.com
�問人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�０６
（４３０９）３８２３

ケアアシスタントの登録者

医療的ケアが

必要な子どもを

支援するケアア

シスタント（医

療介助員）とし

て、市立学校園

で勤務できる登

録者を募集しま

す。 勤務時間
午前８時３０分～午後３時１５分 �対（准）
看護師の資格がある方

�申�問学校教育推進室 ０６（４３０９）３２６９、

�０６（４３０９）３８３８

スクールヘルパー新規登録者

市立学校で障害のある子どもを支援

するスクールヘルパーの新規登録者を

募集します。 勤務時間 月曜日～金

曜日午前８時３０分～午後３時２５分 �定
１５人程度 �申応募用紙に必要事項を書
いて４月１５日�～１９日�（必着）に郵
送または直接

�申�問〒５７７―８５２１市役所学校教育推進室
０６（４３０９）３２６９、�０６（４３０９）３８３８

アルバイト保健師・看護師

感染症に関する事務や健診案内をす

る保健師・看護師を募集します。 �対保
健師・看護師の資格がある方 �定１人
�申�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

アルバイト保健師・助産師

乳幼児健診や健康相談に応じる保健

師・助産師を募集します。経験がない

方も可能です。 �対保健師・助産師の
資格がある６５歳未満の方 �定２人以内
�申�問中保健センター ０７２（９６５）６４１１、

�０７２（９６６）６５２７

アルバイト訪問指導員（看護師）

家庭訪問による健康相談、保健指導

を行う訪問指導員（看護師）を募集し

ます。 �対看護師の資格がある５５歳未
満の方 �定１人
�申�問西保健センター ０６（６７８８）００８５、

�０６（６７８８）２９１６

福祉事務所で勤務
専門嘱託職員

福祉事務所で高齢福祉などに関する

業務を行う専門嘱託職員を募集します。

�対昭和２３年５月２日以降生まれで、介
護支援専門員、社会福祉士、保健師、

看護師、精神保健福祉士のいずれかの

資格がある方 �定３人 選考日 ４月

２１日� �申応募用紙に必要事項を書い
て４月１８日�（消印有効）までに郵送
または直接 ※くわしくは市ウェブサ

イトをご覧ください。

�申�問〒５７７―８５２１市役所高齢介護課 ０６

（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８

障害福祉事務専門嘱託員

�対社会福祉士、社会福祉主事任用資
格、ホームヘルパー養成研修２級課程、

保健師、看護師、精神保健福祉士、介

護福祉士のいずれかの資格がある方、

または居宅介護・重度訪問介護・同行

援護・移動支援に従事できる研修過程

を修了した方 �定１人 選考日 ４月

２１日� 選考方法 筆記試験、作文、

面接 �申応募用紙に必要事項を書き、
資格証の写しなどを添えて４月１８日�
（必着）までに郵送または直接 ※応

募用紙は市ウェブサイトからダウンロ

ード可。障害者支援室でも配布。

�申�問〒５７７―８５２１市役所障害者支援室
０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）３８１５

グリーンガーデンひらおか
春の展示会の作品

展示会（５月１６日�～３０日�）に展
示する絵画、写真、書道、木工品、手

芸などの作品を募集します。 �申５月
１１日�までに直接（月曜日は休館）
�申�問グリーンガーデンひらおか ０７２

（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

ゆきかた

鴻池幸方写真展
鴻池新田会所

鴻池家１１代当主の善右衛門幸方が残

した大正～昭和初期のガラス乾板写真

と関連資料を展示します。

�時４月２７日�～５月２６日�午前１０時
～午後４時 �料一般３００円、小・中学生
２００円

�所�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

くすのき歌声広場

懐かしのメロディーをみんなで歌い

ます。 �時５月１９日�午後２時～４時
３０分 �対市内在住・在勤（いずれか）
の方 �定１００人（抽選） �料５００円 �持
飲み物 �申往復ハガキに行事名、住所、
氏名、電話番号を書いて４月２５日�（必
着）までに郵送

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―５００
くすのきプラザ（若江岩田駅前） ０７２

（９６７）６５６５（�兼用）

歩 こ う 会

兵庫県の須磨離宮公園をバスで訪ね、

散策します。健康増進も兼ねて参加し

ませんか。

�時５月１５日�・２２日� ☆いずれも

長瀬老人センターを午前９時３０分出発、

午後３時３０分ごろ解散 ※雨天時は行

き先変更の場合あり。 �対市内在住の６０
歳以上の方 �定各４５人（申込先着順）
�料１，５００円 �持弁当、飲み物（アルコー
ル類不可） �申４月２３日�から本人確
認書類と料金を添えて直接

�申�問長瀬老人センター ０６（６７２０）

５６５３、�０６（６７２４）９８６９

親子で楽しもう
ドリーム２１の催し＆教室

【こどもの日ゆめ劇場】
ドレミちゃんによるバルーンショー

やジャグリング、タップダンスを上演

します。 �時５月５日�午前１１時から
・午後０時１５分から・午後１時１５分か

ら・午後２時３０分から ※上演は各約

３０分。 �定各１８９人（当日先着順）
【子ども文化劇場】
人形劇団京芸による人形劇「おふろ

だいすき」などを上演します。 �時５月
６日	午前１１時から・午後２時３０分か
ら ※上演は各４５分間。 �定各１８９人
�料４歳以上３００円 ※３歳以下も座席が

必要な場合は有料。ドリーム２１で予約

受付中（電話予約も可）。

【ものづくり教室】
親子で陶芸にチャレンジしませんか。

�時
Ａコース�５月１１日�・１２日�午
前１０時～正午、６月１日�午後２時～
４時 
Ｂコース�５月１１日�・１２日
�・６月２日�午後２時～４時（各計
３日間） �対全日程参加できる小学生と
その保護者 �定各１０組２０人（市内在住
・在学を優先して抽選） �料１組１，０００
円 �申往復ハガキに教室名、コース名、
住所、氏名、学校名、学年、電話番号

を書いて４月２７日�（必着）までに郵
送（Ｅメールも可）

◇ ◇

�所�申�問〒５７８―０９２３松原南２―７―２１ ドリ

ーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２（９６２）
０８１０、�kyositu@dream21.higashio
saka.osaka.jp

郷土博物館～春の体験イベント

自然素材を使って、親子で染め物や

火おこしを体験しませんか。 �時４月２８
日�午前１０時３０分～午後２時３０分 �対
小学生とその保護者 �定１５人（申込先着
順） �料大人５０円、小学生２０円 �持汚れ
てもよい服・靴、エプロン、弁当、飲み

物 �申４月１６日�午前９時から電話で
�所�申�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

マンドリンコンサート

大阪教育大学ギターマンドリンクラ

ブと大正琴サークル「あきそうび」に

よる演奏をお楽しみください。 �時４
月２９日�午後２時～４時（開場は午後
１時３０分）

�所�問総合福祉センター内高井田障害
者センター ０６（６７８９）０１３１、�０６（６７８９）
２８７０

ひるさがりロビーコンサート

�時５月４日�午後１時３０分～２時１５
分（開場は午後０時５０分） �内音楽グル
ープ「彩音」の澤田友里恵さん・井上千

賀子さんによるピアノとフルートの演

奏 �定１３０人（抽選） �申往復ハガキ（１
枚３人まで）に行事名、住所、氏名、

電話番号、参加人数と全員の氏名を書

いて４月２２日�（消印有効）までに郵送
�所�申�問〒５７８―０９２４吉田６―７―２２ 市民美

術センター ０７２（９６４）１３１３、�０７２
（９６４）１５９６

自由の森なるかわのキャンプ

【山の子クラブ】
�時
５月２５日�～２６日� 
７月６
日�～７日� 
９月７日�～８日�

１０月５日�～６日� 
１１月３０日�
～１２月１日� �対小学校３年生～５年
生 �内自然体験ハイキング、アウトド
アクッキングなど �料年３２，０００円
【野外活動クラブ】
�時
５月１８日�～１９日� 
６月２２
日�～２３日� 
９月１４日�～１６日�

１０月２６日�～２７日� 
１２月１４日�～
１５日� �対小学校６年生～高校生 �内
アウトドアクッキング、木工クラフト

など �料年３５，０００円
◇ ◇

�定各３０人（申込先着順） �申４月１７
日�から電話で
�所�申�問自由の森なるかわ（市立野外
活動センター）０７２（９８６）１５５１、�０７２
（９８６）１５５０

微小粒子状物質（ＰＭ２．５）は大気

中に浮遊する微小粒子で、呼吸器系

や循環器系への影響が懸念されてい

ます。

市では、西保健センターと環境衛

生検査センターで常時ＰＭ２．５の監視

測定を行っています。

大阪府域では、ＰＭ２．５が高濃度に

なると予測された場合に、府が防災

情報メールを配信して注意喚起を行

っています。大阪府ウェブサイト

（http���www.pref.osaka.jp�kank
yohozen�taiki�taikiosen.html）で

登録すると、防災情報メールを受信

することができますので、ぜひご利

用ください。

ＰＭ２．５の注意喚起が実施された場

合、不要不急の外出や屋外での長時

間の激しい運動をできるだけ減らす

ようにしてください。

なお、呼吸器系や循環器系に疾患

のある方、小児、高齢者は、特に注

意してください。

�問
公害対策課 ０６（４３０９）３２０３、

�０６（４３０９）３８１８ 
大阪府環境保全
課 ０６（６２１０）９５７７、�０６（６２１０）９５７５

防災情報メールで注意喚起します
微小粒子状物質（ＰＭ２．５）

（１０）平成２５年４月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り

http://www.nucfreejapan.com/
http://www.pref.osaka.jp/kankyohozen/taiki/taikiosen.html
mailto:kyositu@dream21.higashiosaka.osaka.jp
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市民環境フェスティバル出展者
環境ブース・エコマーケット

市民環境フェスティバル（６月１日

�に花園中央公園で開催予定）で実施
する環境ブース展示とエコマーケット

の参加者を募集します。 �定１２０組（申
込先着順） ※出展費用２，５００円（机な

ど備品希望者は８，０００円）が必要。

�申往復ハガキに参加形態（ブースまた
はマーケット）、住所、氏名、電話番号

を書いて４月３０日�（必着）までに郵送
【出展希望者説明会】
�時５月１８日�午後２時～３時 �所市
役所本庁舎１８階大会議室

◇ ◇

�申�問〒５７７―０８１６友井５―２―２０―１２０１ 市

民環境フェスティバル実行委員会「松

浦」０９０（６９６５）３３８７、�０６（６７３０）５６３０
�問循環社会推進課 ０６（４３０９）３１９９、

�０６（４３０９）３８１８

地域福祉計画策定懇話会の委員

従来の福祉サービスでは充分に対応

できないニーズや「制度の谷間にある

人」など、社会的援護を必要とする人

が地域の中で孤立したり孤独感をもっ

たりしないように、地域が中心となっ

て支えあう仕組みづくりのための地域

福祉計画を策定するにあたり、懇話会

委員を募集します。会議は平日の昼間

に年５回程度を予定しています。 �対
市内在住の２０歳以上の方 ※市の付属

機関の委員、市および市の外郭団体職

員を除く。 �定２人（書類選考） 任
期 来年３月３１日まで �申志望動機を
８００字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、

性別、職業、電話・ファクス番号、Ｅ

メールアドレスを書いて４月２６日�（必
着）までに郵送または直接

�申�問〒５７７―８５２１市役所福祉企画課 ０６

（４３０９）３１８１、�０６（４３０９）３８１５

男女が尊重しあえる社会へ
ひとことメッセージ

男女がともに認め合い尊重できる社

会をめざして、ひとことメッセージを

募集します。入選作品は６月に開催す

る「男女共同参画週間記念のつどい」

で紹介します。 �対市内在住・在勤・
在学（いずれか）の方（小・中学生、高

校生を除く） �内自作で未発表の５０字
以内（句読点・スペースを含む）のメッ

セージ �申ハガキにメッセージと住所、
氏名、年齢（学生は学校名と学年も）、

電話・ファクス番号を書いて５月１０日

�（消印有効）までに郵送（ファクスま
たはＥメール、直接も可） ※著作権

は市に帰属し、作品は返却しません。

�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―６００ イ

コーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@nifty.com

地産地食の鉄人
料理コンテスト

東大阪市産の農産物を使い、１品当

たりの野菜の使用割合や地産地消を意

識したオリジナル料理コンテストの出

場者を募集します。優勝者のレシピは

市内フランス料理店のメニューとして

採用されます。 �時�所�予選�６月９
日�・１６日�、くすのきプラザ（若江
岩田駅前） �決勝�７月６日�、Ｊ
Ａグリーン大阪本店（荒本北１） ※決

勝は予選を勝ち上がった３組が出場。

時間は予選・決勝とも出場者に伝えま

す。 �対市内在住の小学校５・６年生と
その保護者 �定９組程度（書類選考）
�申申込用紙に必要事項を書いて５月１５
日�（必着）までに郵送 ※申込用紙は

市ウェブサイトからダウンロード可。

農政課でも配布。

�申�問〒５７７―８５２１市役所農政課 ０６

（４３０９）３１８０、�０６（４３０９）３８４６

特別養護老人ホーム・介護老人保健施設
整備事業者

市では、高齢者保健福祉計画および

介護保険事業計画に基づき特別養護老

人ホームなどの整備を進めるため、次

の施設を整備する事業者を募集します。

施設種別・規模 �広域型特別養護老
人ホーム（全室個室のユニット型）�９０
人、ショートステイ１０人（併設） �介
護老人保健施設（全室個室のユニット

型または従来型）�１００人 区域 市内

全地域 事業年度 平成２５年度～２６年

度 ※平成２６年１２月に開設予定。 選
考方法 書類とプレゼンテーションで

審査したうえ、総合的に判断し決定

�申申請書に必要事項を書き、必要書類
を添えて５月２０日�～２４日�に直接
※要項や申請書は市ウェブサイトから

ダウンロード可。高齢介護課でも配布。

�申�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�
０６（４３０９）３８４８

空き店舗入居者
市設宝持西

市営住宅１階の空き店舗３店の入居

者を募集します。 名称 市設宝持西

店舗 所在地 上小阪３―５―４ 面積 各

５８	 使用料 月額１０万９００円（保証金

４３５万円） 使用開始日 ７月１日�
応募条件 次のすべてに当てはまるこ

と �市内に居住しているまたは営業
所がある �店舗で営業するだけの資
力、信用、技能がある �暴力団員また
は暴力団との密接な関係者ではない

�府内在住の連帯保証人２人（うち１
人は市内在住）がいる ※応募多数の

場合は公開抽選。 �申申請書に必要事
項を書き、必要書類を添えて５月１日

�～２４日�に直接 ※申請書は４月１５

日�から市ウェブサイトでダウンロー
ド可。商業課でも配布。

【内覧会】
次のとおり現地で内覧会を行います。

�時４月２４日�・２５日
午後２時～４時
※駐車場はありません。

◇ ◇

�申�問商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６
（４３０９）３８４６

男女共同参画審議会の委員

男女共同参画に関する調査や審議な

どを行う委員を募集します。会議は平

日の昼間に年３、４回程度を予定して

います。 �対市内在住の２０歳以上の方
※市の他の審議会の委員を除く。 �定
３人（書類選考） 任期 ６月から２年

間 �申応募用紙に必要事項を書き、「男
女共同参画社会づくりに向けて、わた

しにできること」をテーマにした小論

文（８００字～１，２００字程度）を添えて４月

１５日�～５月２日
（消印有効）に郵
送（Ｅメールも可） ※応募用紙は市ウ

ェブサイトからダウンロード可。男女

共同参画課でも配布。書類は返却不可。

�申�問〒５７７―８５２１市役所男女共同参画課
０６（４３０９）３３００、�０６（４３０９）３８２３、�d
anjokyodo@city.higashiosaka.lg.jp

病院ボランティア

市立総合病院でボランティアとして

活躍しませんか。 �時月曜日～金曜日午
前９時～正午または午後１時～４時

�対１８歳以上の心身ともに健康で患者の
プライバシーを守れる方 �内�午前�
入院案内、外来受診手続きの案内 �
午後�洗濯、看護用具の縫製作業や衛
生材料の整理、庭園の手入れなど

�申�問市立総合病院看護局 ０６（６７８１）

５１０１、�０６（６７８１）２１９４

母子自立支援員（非常勤嘱託）

ひとり親家庭の相談や自立に必要な

情報提供、指導などに従事する母子自

立支援員（非常勤嘱託）を募集します。

�対平成２５年４月１日現在、６０歳未満の
健康な方で、社会福祉相談業務の実務

経験が１年以上ある方 �定１人（書類
選考、面接） 雇用期間 ５月中旬～

来年３月３１日 ※期間を延長する場合

あり。 勤務日 月曜日～金曜日の４

・５日（週３４時間以内） 勤務条件
月額２０万円、通勤手当別途支給、社会

保険加入、年次有給休暇あり �申履歴
書に写真を添付し、応募理由（４００字以

内）を添えて４月２６日�（必着）まで
に郵送または直接

�申�問〒５７７―８５２１市役所子ども家庭課
０６（４３０９）３１９４、�０６（４３０９）３８１７

街かどデイハウス運営事業団体

市では、地域の身近な施設を活用し

て、住民参加による日帰り援助サービ

スを在宅の高齢者に提供する「街かどデ

イハウス」を実施しています。未実施で

ある次の中学校区で街かどデイハウス

を運営する団体を募集します（新規２か

所の開設を予定）。 中学校区 縄手北、

縄手南、池島、玉川、盾津東、小阪、

高井田、俊徳、柏田 �申申請書に必要事
項を書き、必要書類を添えて６月３日�
～５日�に直接 ※要項や申請書は４

月１７日�～１９日�に市ウェブサイトで
ダウンロード可。高齢介護課でも配布。

�申�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�
０６（４３０９）３８４８

自立と社会参加のために
身体障害者補助犬貸与者

�対府内に１年以上居住している１５歳
以上（義務教育終了後）で、次に当て

はまる方 �盲導犬�視覚障害１級
�介助犬�肢体障害１級または２級
�聴導犬�聴覚障害２級 ※ほかにも

条件があります。くわしくはお問合せ

ください。 �申申請書に必要事項を書
いて４月１７日�～５月１７日�（必着）
に郵送 ※申請書は４月１５日�から障
害者支援室、福祉事務所で配布。

�申�問〒５４０―８５７０大阪府自立支援課 ０６

（６９４４）９１７６、�０６（６９４２）７２１５
�問障害者支援室 ０６（４３０９）３１８４、�

０６（４３０９）３８１５

市立学校園
有償ボランティア登録者

市立学校園で学習補充や特別支援教

育、日本語指導などのボランティアと

して活動できる登録者を募集します。

活動期間 来年３月まで 活動時間
週１日～５日で１日１時間～６時間

謝金 １時間当たり１，０００円（交通費を

含む） �申登録票に必要事項を書いて
直接 ※登録票は市ウェブサイトから

ダウンロード可。学校教育推進室でも

配布。活動する学校園が決定した後に

健康診断書の提出が必要。

�申�問学校教育推進室 ０６（４３０９）３２６８

～３２６９、�０６（４３０９）３８３８

子ども読書の日にあわせて、市立

図書館では読書に親しんでもらうた

めに幼児・児童とその保護者を対象

にさまざまな催しを行います。

【旭町図書館】
�時４月２０日�午後２時～３時３０分
�所東保健センター �定５０人（当日先着
順） �内大型絵本、絵本の展示など
�問旭町図書館 ０７２（９８２）１２３５、�

０７２（９８４）６０７９

【永和図書館（暫定施設）】
�時４月２７日�午前１０時～１１時 �所

夢広場（布施駅前） �定１００人（当日
先着順） �内大型絵本、大型紙芝居、
手遊びなど

�問永和図書館（暫定施設）０６（６７８１）
５５００、�０６（６７８４）５６３０
【花園図書館】
�時４月２７日�午前１１時～１１時３０分
・午後２時～２時３０分 �定各３０人（当
日先着順） �内大型絵本、絵本の読
み聞かせ、絵本の展示・紹介など

�所�問花園図書館 ０７２（９６５）７７００、

�０７２（９６５）９２１２

４月２３日は
子ども読書の日

本本っていいね�

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年４月１５日（１１）

mailto:danjokyodo@city.higashiosaka.lg.jp
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近畿大学記念会館�
�

至
俊
徳
道
駅�

N

東上小阪�
バス停�
� 東上小阪�

バス停�

近畿大学�

近畿�
大学�

布施工科�
高校�

出入口�

上小阪配水場�

巨摩橋鏡通�

至
中
央
環
状
線�

近
畿
大
学�

グ
ラ
ウ
ン
ド�

宝持�

宝持南�
近畿大学記念館�
�

至
俊
徳
道
駅�

至
中
央
環
状
線�

至八戸ノ里駅�
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市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
を

対
象
に
、
就
業
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
２５
年
度
か
ら
は
、
対
象
を

拡
大
し
、
父
子
家
庭
の
父
も
支

援
し
ま
す
。

支
給
し
ま
す

自
立
支
援
給
付
金

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
】

就
職
の
た
め
に
雇
用
保
険
制

度
の
教
育
訓
練
給
付
の
指
定
教

育
訓
練
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、

受
講
料
の
２
割
相
当
額
（
上
限

１０
万
円
）
を
講
座
修
了
後
に
支

給
し
ま
す
。

な
お
、
事
前
に
相
談
・
申
請

が
必
要
で
す
。

◇
対
象

市
内
在
住
の
母
子

家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の

父
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
方

▽
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
、
ま
た
は
同

等
の
所
得
水
準
に
あ
る

▽
受

講
開
始
日
現
在
、
雇
用
保
険
法

に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
金
の
受

講
資
格
を
有
し
て
い
な
い

▽

教
育
訓
練
講
座
を
受
講
す
る
こ

と
が
適
職
に
就
く
た
め
に
必
要

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

▽
過

去
に
教
育
訓
練
給
付
金
を
受
給

し
て
い
な
い

【
高
等
技
能
訓
練
】

市
の
指
定
す
る
資
格
（
看
護

師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
な
ど
）
を
取
得
す
る
た

め
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
、

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
を
支
給

し
ま
す
。

◇
対
象

市
内
在
住
の
母
子

家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の

父
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
方

▽
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
、
ま
た
は
同

等
の
所
得
水
準
に
あ
る

▽
修

業
年
限
２
年
以
上
の
養
成
機
関

に
お
い
て
一
定
の
課
程
を
修
業

し
、
対
象
資
格
の
取
得
が
見
込

ま
れ
る

▽
就
業
ま
た
は
育
児

と
修
業
の
両
立
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る

▽
過
去
に
高
等
技
能

訓
練
促
進
費
を
受
給
し
て
い
な

い
◇
支
給
額

▽
平
成
２３
年
度

以
前
に
入
学
の
場
合
�
月
額
７

万
５
０
０
円
（
前
年
度
市
・
府

民
税
非
課
税
世
帯
は
月
額
１４
万

１
０
０
０
円
）

▽
平
成
２４
年

度
以
降
に
入
学
の
場
合
�
月
額

７
万
５
０
０
円
（
前
年
度
市
・

府
民
税
非
課
税
世
帯
は
月
額
１０

万
円
）

◇
支
給
期
間

修
業
す
る
期

間
の
全
期
間
で
申
請
月
分
か
ら

支
給※

た
だ
し
、
平
成
２４
年
度
入

学
の
場
合
は
上
限
３
年
、
平
成

２５
年
度
入
学
の
場
合
は
上
限
２

年
。

◇

◇

◇
申
請
・
問
合
せ
先

子
ど

も
家
庭
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
９
４
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
７

上
小
阪
配
水
場
（
新
上
小

阪
２
―

１４
・
地
図
参
照
）で
は
、

配
水
池
を
囲
む
よ
う
に
約
１

５
０
０
本
の
つ
つ
じ
を
植
え
、

花
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

散
策
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

次
の
と
お
り
一
般
開
放
し

ま
す
の
で
、
春
の
訪
れ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
水
が
で

き
る
ま
で
の
仕
組
み
に
関
す

る
パ
ネ
ル
展
示
も
あ
り
ま
す
。

◇
と
き

４
月
２２
日
�
〜

２９
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
（
雨
天
時
は
中
止
の
場
合

あ
り
）

※
各
日
先
着
で
粗
品
を
配

布
（
数
に
限
り
あ
り
）。

◇
行
き
方

▽
電
車
�
近

鉄
八
戸
ノ
里
駅
下
車
、
南
へ

約
１
・
５
�

▽
バ
ス
�

近
鉄
東
上
小
阪
バ
ス
停

下
車
、東
へ
約
３
０
０
ｍ

※
酒
類
の
持
込
み
や

車
で
の
来
場
、
ペ
ッ
ト

の
同
行
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。開
花
状
況
な
ど
、

く
わ
し
く
は
自
動
音
声

案
内
（
０
１
８
０
―

９

９
１
―

８
２
０�
有
料
・

期
間
中
の
み
�）を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

上
下
水
道

局
経
営
企
画
室

０
６（
６
７

２
４
）
１
２
２
１
、
�
０
６

（
６
７
２
１
）
２
３
７
４

市
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
、

寡
婦
、
父
子
家
庭
の
父
を
対
象

に
、
就
業
相
談
や
就
業
支
援
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

出
張
就
業
相
談

専
門
の
相
談
員
が
求
人
情
報

の
提
供
や
履
歴
書
の
書
き
方
、

面
接
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

い
ま
す
。

◇
と
き

原
則
第
３
木
曜
日

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
（
４
月

は
１８
日
）

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

◇
定
員

５
人
（
申
込
先
着

順
）※

１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
幼

児
の
保
育
あ
り
（
１
人
２
０
０

円
で
定
員
あ
り
。
要
申
込
み
）。

就

業

相

談

◇
と
き

月
曜
日
〜
土
曜
日

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

谷
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
大
阪
市
中
央
区
）

※
要
申
込
み（
保
育
あ
り
）。

就
業
支
援
講
習
会

就
職
に
結
び
つ
く
可
能
性
の

高
い
技
能
・
資
格
の
習
得
を
目

的
と
し
た
就
業
支
援
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。開
催
場
所
、

教
材
費
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
講
座
名
・
と
き

▽
パ
ソ

コ
ン
初
級
講
座
�
６
月
１５
日
〜

８
月
３
日
の
毎
週
土
曜
日
午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分
ま

た
は
９
月
１５
日
〜
１１
月
３
日
の

毎
週
日
曜
日
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時（
各
計
８
日
間
）

▽
パ
ソ

コ
ン
中
級
講
座
�
８
月
１０
日
〜

９
月
２８
日
の
毎
週
土
曜
日
午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分（
計

８
日
間
）

▽
簿
記
３
級
・
弥

生
会
計
入
門
講
座
�
９
月
７
日

〜
１２
月
７
日
の
土
曜
日
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時
（
計
１２
日
間
）

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
講
座
名
（
パ
ソ
コ
ン
初
級
講

座
は
期
間
も
）、
受
講
動
機
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号（
自
宅
・
携
帯
）、
保
育

の
有
無
（
必
要
な
場
合
は
子
ど

も
の
氏
名
と
年
齢
も
）
を
書
い

て
、各
開
講
日
の
１
か
月
前（
必

着
）
ま
で
に
郵
送

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
５４０

―

０
０
１
２
大
阪
市
中
央
区
谷
町

５
―

４
―

１３

大
阪
府
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６
（
６
７
６
２
）
９
４
９
８
、

�
０
６（
６
７
６
２
）３
７
９
６

◇
問
合
せ
先

子
ど
も
家
庭

課

◇
と
き

４
月
２８
日
�
午

前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

◇
と
こ
ろ

近
鉄
花
園
ラ

グ
ビ
ー
場

◇
内
容

▽
普
及
育
成
の

た
め
の
小
学
生
の
ゲ
ー
ム（
午

前
９
時
３０
分
か
ら
）

▽
関

西
学
生
選
抜
と
東
海
学
生
選

抜
戦（
正
午
か
ら
）

▽
関
西

学
院
創
立
１
２
５
周
年
を
記

念
し
て
関
西
学
院
大
学

と
慶
應
義
塾
大
学
の
東

西
大
学
対
抗
戦
（
午
後

２
時
か
ら
）

▽
東
日

本
大
震
災
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

◇
料
金

一
般
１
５

０
０
円
（
前
売
１
３
０

０
円
）、高
校
生
５
０
０

円
（
前
売
３
０
０
円
）

※
い
ず
れ
も
自
由
席
。

前
売
券
は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
、
ロ
ー
ソ
ン
、
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ

サ
ン
ク
ス
で
発
売
中
。

◇
問
合
せ
先

▽
関
西
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

０
６（
６
３
７
６
）０
４
５
６
、

�
０
６
（
６
３
７
６
）
２
５

７
７

▽
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
誘
致
室

０
６

（
４
３
０
９
）３
０
２
０
、
�

０
６（
４
３
０
９
）３
８
４
７

市
内
３
ス
ク
ー
ル
（
東
大

阪
、
布
施
、
花
園
）
を
含
む

ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の
子
ど

も
た
ち
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
優
勝
を
め
ざ
し
ま
す
。
観

戦
し
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

５
月
５
日
�
午

前
９
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

近
鉄
花
園
ラ

グ
ビ
ー
場
、
ト
ラ
イ
ス
タ
ジ

ア
ム
（
花
園
中
央
公
園
多
目

的
球
技
広
場
）

◇
問
合
せ
先

市
ラ
グ
ビ

ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
「
吉

金
」

０
６
（
６
７
２
８
）

２
５
６
４
（
�
兼
用
）

【
写
真
展
】

こ
ど
も
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー

ル
交
歓
会
で
撮
影
し
た
写
真

の
展
示
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
を

６
月
１１
日
�
、
１２
日
	
に
イ

コ
ー
ラ
ム
（
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
）で
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。交

歓
会
当
日
、
本
部
で
先

着
１
０
０
人
に
撮
影
許
可
腕

章
を
配
布
し
ま
す
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
内
は
ス
パ
イ
ク
と
ゴ
ル

フ
シ
ュ
ー
ズ
以
外
は
立
入
禁

止
で
す
。

◇
規
格

６
つ
切
り
ま
た

は
Ａ
４
サ
イ
ズ
（
カ
ラ
ー
）

※
入
賞
者
に
は
賞
状
と
賞

品
あ
り
。
作
品
は
返
却
不

可
。◇

申
込
方
法

作
品
（
１

人
１
点
）
裏
面
に
題
名
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書

い
て
５
月
２０
日
�
（
必
着
）

ま
で
に
郵
送

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
５７８
―

０
９
４
１
岩
田
町
４
―

９
―

２８
プ
ラ
ム
ロ
イ
ヤ
ル
１０２

東
大
阪
き
き
ょ
う
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ

０
７
２
（
９

６
５
）
０
８
７
１
（
�
兼
用
）

◇

◇

◇
問
合
せ
先

ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
誘
致
室

昨
年
の
関
西
ラ
グ
ビ
ー
ま
つ
り

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
の

就業相談・
支援講習会

４月２８日�・５月５日�は花園へ�
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平
成
２５
年
度
か
ら
父
子
家
庭
の
父
も
対
象
に

��毎毎日日新新聞聞社社

２２８８日
４月

�

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ

５５日
５月

�

こ
ど
も
ラ
グ
ビ
ー

ス
ク
ー
ル
交
歓
会

つつつつじじのの一一般般開開放放
上上小小阪阪配配水水場場
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